
 

 

 

 

 

 

平成２５年川西町議会 

 

第４回定例会会議録 

  

 

 

 

 

 

 

 

開会  平成２５年１２月  ９日  

閉会  平成２５年１２月１３日  



 - 1 - 

 

 

 

 

 

平成２５年川西町議 会 

第 ４ 回 定 例 会 会 議 録 

 

 

（  第  １  号  ）  

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１２月  ９日  

 

 



 - 2 - 

平成２５年川西町議会第４回定例会会議録 (開 会) 

 

 招集年月日   平成２５年１２月 ９日 
 

 招集の場所   川 西 町 役 場 議 場 
 

 開 会        平成２５年１２月 ９日   午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員 

１番 勝島 健  ２番 堀  格  ３番 伊藤彰夫  ４番 石田三郎  

 

５番 今村榮一  ６番 松本史郎  ７番 寺澤秀和  ８番 森本修司 

 

 ９番 杉井成行  10番 中嶋正澄  11番 芝 和也   

 

 欠 席 議 員        12番 大植 正 
 

 

地方自治法第

121条の規定

により説明の

ため出席した

者の職氏名 

町 長 竹村匡正           副町長兼総務部長  森田政美 
 

 教育長  山嶋健司          理事兼総務課長 坂口 歩 
 

 会計管理者 寺澤伸和        福祉部長 下間章兆 
 

 
産業建設部長 松本雅司            教育次長  栗原 進 

 

水道部長心得 福本哲也            財政課長 西村俊哉 

  
 

  
 

  

  監査委員 木村 衛 
 

 本会議に職務

のため出席し

た者の職氏名 

議会事務局長 髙間隆弘 
 

    

 モ ニ タ ー 係 増井 肇 
 

 本日の会議に

付した事件 

  別紙議事日程に同じ 
 

  
 

 
 会議録署名 

議員の氏名 

  議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 １番  勝島 健  議員 ２番  堀  格 議員 
 

   



 - 3 - 

 

   

川西町議会第４回定例会（議事日程） 
   

平成２５年１２月９日（月）午前 10 時 00 分開会 

日程 議案番号 件           名 

      

第１   会議録署名議員の指名 

      

第２   会期の決定 

      

第３   諸報告 

  報告第11号  定期監査報告について 

第４   

  

一般質問 

      

第５ 議案第64号 平成25年度川西町一般会計補正予算について 

      

第６ 議案第65号 平成25年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

      

第７ 議案第66号 平成25年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      

第８ 議案第67号 平成25年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について 

      

第９ 議案第68号 平成25年度川西町水道事業会計補正予算について 

      

第10 議案第69号 川西町子ども・子育て会議条例の制定について 

   

第11 議案第70号 川西町立学校給食センターの設置に関する条例の廃止について 

   

第12 議案第71号 川西町学校給食の実施に関する条例の制定について 

      

第13 

 

第14 

議案第72号 

 

議案第73号 

川西町体育施設条例の一部改正について 

 

川西町水道事業給水条例の一部改正について 

   

第15 議案第74号 川西町道路線の認定について 

      

第16 議案第75号 奈良県市町村総合事務組合を組織する市町村等の変更について 

      

第17 議案第76号 奈良県市町村総合事務組合の規約の変更について 

   

   

      

   



 - 4 - 

（午前１０時００分  開会）  

議   長（森本修司君）   皆さん、おはようございます。  

 これより平成２５年川西町議会第４回定例会を開会いたします。  

 会議に先立ち、１２番  大植議員より、本日の定例会への欠席届が提出されてお

ります。  

ただいまの出席議員は１１名で、定足数に達しております。よって、議会は成立

いたしましたので、これより会議を開きます。  

 町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

 町長。  

町   長（竹村正匡君）   皆様、おはようございます。  

 本日、平成２５年川西町議会第４回定例会を開催いたしましたところ、議員各位

には、公私何かと御多用の中、御出席を賜り、厚く御礼申し上げます。  

 また、平素、川西町の発展のため多大な御支援・御協力を賜っておりますことに、

重ねて御礼申し上げます。  

 本議会に御提案いたしておりますのは、補正予算に関する５議案、条例に関する

５議案、その他３議案の合計１３議案でございます。  

何とぞ慎重審議賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とさせていただ

きます。  

議   長（森本修司君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議 録署 名議 員は 、会議 規則 第 １ ２０ 条の規 定に よっ て、 １番  勝島健君 及び２

番  堀格君を指名いたします。  

 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

 お諮りいたします。  

 本定例会の会期は、本日より１３日までの５日間といたしたいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   異 議な し と認 め 、 本 定 例会 の 会期 は 、 本 日 より １ ３日 ま で

の５日間と決定いたします。  

 日程第３、諸報告に入ります。  

 議長報告として、１件の陳情書をお手元に配付しておりますので、御清覧おき願

います。  

行政報告として、報告第１１号、平成２５年９月から平成２５年１１月期までの

例月出納検査の結果報告が提出されておりますので、木村監査委員より報告を求め

ます。  

 木村監査委員。  

監 査 委 員 （ 木村  衛君 ）   平 成２ ５ 年９ 月 か ら １ １月 期 に行 い ま し た 例月 監 査の 結 果

を御報告申し上げます。  

 堀監査委員とともに、地方自治法第２３５条の２第１項並びに地方公営企業法第

２７条の２第１項の規定により、平成２５年度の川西町一般会計及び特別会計並び

に水道事業会計の出納及び予算の執行状況につきまして、会計管理者並びに水道部
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長に必要な調書の提出を求めて、関係帳簿及び証拠書類を対照しながら説明を受け、

厳正なる審査を実施いたしました結果、各会計における予算の執行並びに現金の出

納・保管などについて、過誤もなく適正に行われているものと認めましたので、御

報告申し上げます。  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   監 査報 告 が終 わ り ま し たの で 、日 程 第 ４ 、 一般 質 問に 入 り

ます。  

 順次質問を許します。  

 ２番  堀格君。  

２ 番 議 員 （ 堀   格君 ）   皆 さん 、 おは よ う ご ざ いま す 。堀 で ご ざ い ます 。 ２点 お 伺

いをしたいと思います。  

    ま ず１ 点 目で ご ざ い ま すけ れ ども 、 幼 保 連 携 型 認 定こ ど も 園 に つき ま して 、 当

局のお考えをお伺いしたいと思います。  

    昨 年の ８ 月に 子 ど も ・ 子育 て 関連 ３ 法 が 成 立い た しま し て 、 子 ども ・ 子育 て 支

援 の 制 度 が 大 き く 前 進 を い た し ま し た 。 そ し て 、 国 の ほ う に お き ま し て は 、 本 年

４ 月 に 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 が 設 置 さ れ ま し て 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に つ い て 調 査

と 審 議 が 進 め ら れ て い き ま す が 、 財 源 問 題 に 絡 み ま し て 、 消 費 税 の 増 税 に よ る 財

源 を 捻 出 す る と い う 関 係 も あ り ま し て 、 こ れ ら の 法 律 の 完 全 な る 実 施 は 平 成 ２ ７

年 度 を 目 標 と し て い る よ う で あ り ま す 。 本 日 は 、 こ の 関 連 ３ 法 の 中 で 新 た に 設 置

が 認 め ら れ ま し た 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 に つ き ま し て 、 町 長 の お 考 え を お 伺 い

したいと思います。  

    こ の幼 保 連携 型 認 定 こ ども 園 は、 簡 単 に 申 しま す と、 学 校 教 育 法に 基 づく 幼 稚

園 と 児 童 福 祉 法 に 基 づ く 保 育 園 を 合 わ せ た よ う な も の で あ り ま し て 、 正 確 に 申 せ

ば 、 学 校 及 び 児 童 福 祉 施 設 と し て の 法 的 位 置 づ け を 持 つ 単 一 の 施 設 と い う こ と で

あ り ま す 。 子 育 て 環 境 の 変 化 に 伴 い ま し て 、 特 に ３ 歳 以 上 の お 子 さ ん を お 持 ち の

家 庭 の 場 合 、 一 方 で 質 の 高 い 幼 児 期 の 学 校 教 育 を 希 望 し な が ら 、 も う 一 方 で は 、

時 間 的 な 問 題 も あ り ま し て 、 も っ と 時 間 の 長 い 保 育 の 提 供 を 希 望 す る 、 こ の よ う

な 両 方 を あ わ せ 持 っ た 要 望 と い う の は 、 子 育 て 世 代 か ら 非 常 に 強 い も の が あ り ま

す 。 こ う い っ た 要 望 に 沿 い ま し て 、 こ の た び 、 こ の 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 が 創

設 さ れ た わ け で あ り ま す 。 も っ と も 、 具 体 的 な 整 備 内 容 は こ れ か ら 詰 め ら れ て い

くようであります。  

    そ こで 、 我が 川 西 町 で あり ま すが 、 現 状 で は町 営 の幼 稚 園 、 民 営の 保 育園 と い

う こ と で あ り ま す 。 な か な か 難 し い 問 題 は あ る と 思 い ま す が 、 一 方 で こ の 幼 保 連

携 型 認 定 こ ど も 園 に つ き ま し て は ま す ま す 要 望 が 強 く な っ て ま い り ま す の で 、 前

向 き に 検 討 を 進 め て い く べ き と 思 い ま す が 、 町 長 の お 考 え を お 伺 い し た い と 思 い

ます。  

    そ れか ら 、も う 一 点 で あり ま すが 、 次 に 、 全国 学 力・ 学 習 状 況 調査 に つき ま し

てお伺いしたいと思います。  

    川 西小 学 校の 新 校 舎 が 去る １ １月 ２ ２ 日 に 竣工 い たし ま し て 、 この １ ２月 ３ 日

か ら 児 童 生 徒 の 授 業 が 新 校 舎 で 始 ま っ て お り ま す 。 各 児 童 に よ り ま す と 、 立 派 な

校 舎 あ る い は 非 常 にき れ い だ と い う こ とで 、 非 常 に 喜 ん で いる よ う で あ り ま し て、
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ま こ と に 結 構 で あ り ま す 。 こ う い う 立 派 な 校 舎 を つ く っ て い た だ き ま し て 、 あ り

がとうございました。  

    次 の問 題 は、 こ の 校 舎 に負 け ない 児 童 生 徒 を育 て てい か ね ば な らな い とい う こ

とであります。  

    さ て、 本 年も 昨 年 に 続 きま し て、 文 部 科 学 省は 全 国学 力 ・ 学 習 状況 調 査を 実 施

い た し ま し た 。 文 部 科 学 省 で は 、 今 後 も 継 続 し て こ れ を 実 施 し て い く 方 針 の よ う

で あ り ま す 。 こ の 調 査 の 目 的 は 、 皆 さ ん 御 存 じ の よ う に 、 結 果 を 見 て 競 争 や 序 列

化 に 向 か う と い う の で は な く て 、 調 査 結 果 を 把 握 ・ 検 討 し 、 教 育 施 策 や 教 育 実 践

の 継 続 的 な 改 善 を 図 っ て い く と い う と こ ろ に あ り ま す 。 し た が い ま し て 、 国 語 、

算 数 ・ 数 学 の 正 答 率 だ け で な く 、 学 習 意 欲 、 学 習 方 法 、 学 習 環 境 、 生 活 の 諸 側 面

等に関する質問紙調査というのも行われております。  

我 が 川 西 町 の 教 育 委 員 会 に お き ま し て も 、 こ の 調 査 結 果 を 踏 ま え 、 学 校 と 連 携

し て 、 評 価 で き る と こ ろ は さ ら に 伸 ば し 、 課 題 の あ る と こ ろ は 児 童 生 徒 へ の 教 育

指 導 の 充 実 や 学 習 状 況 の 改 善 に 取 り 組 ん で お ら れ る と 思 い ま す 。 特 に 川 西 小 学 校

で は 、 家 庭 で の 学 習時 間 が 十 分 で な い とい う よ う な こ と が 指摘 さ れ て お り ま す が、

全 体 と い た し ま し て 、 現 在 の 取 り 組 み 状 況 に つ い て 説 明 を し て い た だ き た い と 思

います。  

    ま た、 昨 今の 論 議 と し て、 各 自治 体 で の 学 校教 育 の最 終 責 任 は 首長 に 持た す べ

き で あ る と い っ た よ う な 教 育 委 員 会 制 度 の 改 革 論 議 も あ る と こ ろ で あ り ま す 。 こ

う い っ た こ と を 踏 ま え ま し て 、 町 長 の 学 校 教 育 の 改 善 ・ 充 実 に つ い て の お 考 え も

あわせて伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。  

    以上でございます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   初めに、幼保連携型認定こども園についての御質問に対して

述べさせていただきます。  

    子 ども ・ 子育 て 支 援 に つき ま して は 、 少 子 化社 会 対策 基 本 法 等 に基 づ き総 合 的

な 施 策 が 講 じ ら れ て き た と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 に 、 質 の 高 い 幼

児 期 の 学 校 教 育 ・ 保 育 の 総 合 的 な 提 供 、 保 育 の 量 的 拡 大 及 び 確 保 並 び に 地 域 に お

け る 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 の 充 実 等 を 図 る た め 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 の 制 定 の ほ

か 、 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の

一 部 を 改 正 す る 法 律 及 び 児 童 福 祉 法 の 改 正 を 含 め た 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 及 び 就

学 前 の 教 育 ・ 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の

施 行 に 伴 う 関 係 法 律 の 整 備 等 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 の 新

たな制度が創設されました。  

    法 にお い ては 、 市 町 村 は、 子 ども ・ 子 育 て 支援 給 付及 び 地 域 子 ども ・ 子育 て 支

援 事 業 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 行 う こ と と さ れ て お り ま す 。 特 に 子 ど も ・ 子 育 て 支

援 給 付 に 係 る 教 育 ・ 保 育 及 び 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 の 提 供 体 制 の 確 保 等 を

図 る た め 、 市 町 村 は 、 市 町 村 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 を 定 め る こ と と さ れ て

おります。  

    川 西町 に おき ま し て も 、子 ど も・ 子 育 て 支 援事 業 計画 を 策 定 す るた め の準 備 を
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進 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 次 世 代 育 成 支 援 行 動 計 画 に 係 る 分 析 ・ 評 価 を

行 い 、 担 当 部 局 の 一 元 化 を 行 う な ど 、 関 係 部 署 の 連 携 を 促 進 し 、 必 要 な 体 制 の 整

備 を 図 る と と も に 、 法 第 ７ ７ 条 第 １ 項 及 び 第 ４ 項 に 規 定 す る 審 議 会 、 そ の 他 の 合

議 制 の 機 関 ま た は 子 ど も の 保 護 者 、 そ の 他 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 に 係 る 当 事 者 等 の

意 見 を 聞 く た め の 会 議 で あ る 川 西 町 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 条 例 の 制 定 案 を 今 議 会 に

上程させていただいているところでございます。  

    ま た、 川 西町 子 ど も ・ 子育 て 支援 事 業 計 画 につ い ては 、 地 域 の 人口 構 造や 産 業

構 造 等 の 地 域 特 性 、 教 育 ・ 保 育 及 び 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 の 利 用 の 現 状 、

利 用 希 望 の 実 情 、 教 育 ・ 保 育 施 設 等 の 地 域 資 源 の 状 況 、 さ ら に は 子 ど も と 家 庭 を

取 り 巻 く 環 境 等 の 現状 を 分 析 し て 、 そ れら を 踏 ま え て 作 成 する こ と が 必 要 で あ り、

教 育 ・ 保 育 及 び 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 の 現 在 の 利 用 状 況 を 把 握 し 、 保 護 者

に 対 し て 調 査 等 を 行 い 、 こ れ ら を 踏 ま え て 教 育 ・ 保 育 及 び 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支

援 事 業 の 量 の 見 込 みを 推 計 し 、 具 体 的 な目 標 設 定 を 行 う こ とと な っ て お り ま し て、

こ れ ら を 踏 ま え て 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 に 諮 っ て ま い り た い と 思 っ て い る と こ ろ で

ございます。  

    御 質問 に ござ い ま す よ うに 、 幼保 連 携 型 認 定こ ど も園 に つ き ま して も 、子 育 て

環 境 の 変 化 に よ る 幼 児 期 の 学 校 教 育 や 保 育 の ニ ー ズ の 変 化 に 対 応 し た 形 で 、 ど の

よ う な 整 備 が 必 要 で あ る か を 検 討 し て い か な け れ ば な り ま せ ん し 、 先 ほ ど も 申 し

上 げ た よ う に 、 保 護 者 に 対 す る ニ ー ズ 調 査 を 行 っ た 上 で 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 に 諮

り 、 検 討 し て ま い り た い と 現 時 点 で は 考 え て お り ま す の で 、 御 理 解 、 御 協 力 を い

ただきますよう、お願い申し上げます。  

    次 に、 学 校教 育 の 改 善 ・充 実 につ い て の 考 え方 に つい て と の こ とで ご ざい ま す

が 、 ま ず は 教 育 長 よ り 現 状 の 取 り 組 み の 状 況 に つ い て 申 し 上 げ た 上 で 、 私 の 考 え

について述べさせていただきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   教育長。  

教 育 長（山嶋健司君）   それでは、まず、議員各位の御理解、御支援のもと、校舎工

事 が 滞 り な く 完 了 い た し ま し た 。 お 礼 申 し 上 げ ま す 。 今 月 ３ 日 よ り 、 子 ど も た ち

は 新 し い 校 舎 で 学 習 に 取 り 組 ん で お り ま す 。 ま た 、 年 明 け よ り 体 育 館 建 設 等 の 第

２ 期 工 事 に か か る こ と と な り ま す が 、 引 き 続 い て の 御 支 援 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願

いしたいと思います。  

    さ て、 御 質問 に あ り ま す学 力 ・学 習 状 況 調 査の 結 果を 踏 ま え て の現 在 の取 り 組

み 状 況 と い う こ と で あ り ま す が 、 ま ず 、 調 査 結 果 の 概 要 に つ い て 御 報 告 申 し 上 げ

ます。  

    小 学校 ６ 年生 を 対 象 と して 実 施さ れ ま し た 学力 調 査に つ い て で あり ま すが 、 国

語 科 、 算 数 科 と も 、 若 干 で は あ り ま す が 、 残 念 な こ と に 全 国 ・ 県 平 均 を 下 回 っ て

い る 状 況 に あ り ま す 。 両 科 目 に お い て の 特 徴 と し て 、 正 答 数 が 二 極 化 ・ 三 極 化 し

て い る と い う の が 現 状 で す 。 こ の 二 極 化 ・ 三 極 化 し て い ま す 、 特 に 低 学 力 で 正 答

率の少ない層の底上げが必要と考えているところです。  

    次 に、 学 習状 況 調 査 で は、 成 績に 直 接 関 係 して く ると 考 え ら れ る家 庭 での 学 習

時 間 、 読 書 時 間 、 冊数 な ど が 全 国 ・ 県 を下 回 っ て い る 状 況 にあ り 、 ま た 、 テ レ ビ、
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インターネットに費やす時間が上回っている状況が見られます。  

    学 力の 向 上に は 、 直 接 指導 を 行う 教 員 の 授 業の 充 実と 、 こ れ と 連携 し ての 保 護

者 に よ る 家 庭 で の 指 導 が 重 要 に な っ て き ま す 。 学 校 に お い て は 、 全 教 員 に 学 力 向

上 の た め の 統 一 の 意 識 を 持 っ て い た だ き 、 指 導 方 法 の 工 夫 、 適 切 な 教 材 の 提 供 を

積 極 的 に 行 う と と も に 、 教 員 が 研 修 等 に 積 極 的 に 参 加 を し 、 授 業 力 の 向 上 を 図 っ

ていただくこととしています。  

教 育 委 員 会 と い た し ま し て は 、 い わ ゆ る 低 学 力 層 に 属 す る 児 童 の 基 礎 学 力 の 醸

成 の た め 、 支 援 員 の 配 置 等 指 導 体 制 の 充 実 、 電 子 機 器 の 導 入 に よ る 学 習 機 会 へ の

興 味 の 醸 成 を 図 っ て ま い り た い と 考 え て い る と こ ろ で す 。 御 理 解 賜 り ま す よ う 、

よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   それでは、学校教育の改善・充実についての私の考え方につ

いて述べさせていただきたいと思います。  

    学 校教 育 の目 標 に も 掲 げら れ てお り ま す よ うに 、 心身 と も に 健 康な 、 まち づ く

り の 原 動 力 と な る 、 そ し て 人 権 を 尊 重 し 、 豊 か な 人 間 性 と 創 造 性 を 備 え 、 夢 と 希

望 に あ ふ れ た 生 き 生 き と し た 子 ど も の 育 成 に 引 き 続 き 支 援 を 行 っ て ま い り た い と

考えております。  

    学 力・ 学 習状 況 調 査 の 結果 か らも 、 今 の 子 ども た ちは 学 習 意 欲 、規 範 意識 、 生

活 習 慣 に 課 題 が 見 ら れ ま す 。 学 習 意 欲 の 醸 成 を 図 っ て い く た め に は 、 学 習 に 対 し

て 興 味 を 持 て る よ う 、 学 習 環 境 の よ り 充 実 を 図 っ て い く と と も に 、 低 学 力 傾 向 に

あ る 児 童 に 対 し て は 、 意 欲 を 持 っ て 学 習 に 取 り 組 め る よ う 支 援 す る 支 援 員 の 配 置

など、その充実を支援してまいりたいと考えているところです。  

    ま た 、 規範意 識 の 高揚 、 適 切な生 活 習 慣を 育 成 してい く た めに は 、 学校、 家 庭 、

地 域 が 連 携 ・ 協 働 し て 、 社 会 全 体 で 子 ど も た ち の 育 成 を 支 援 し て い く こ と が 大 事

で あ る と 思 っ て お り ま す 。 こ れ に つ き ま し て は 、 本 年 度 よ り 学 校 に お き ま し て 、

教 職 員 、 保 護 者 、 地 域 の 皆 さ ん に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ 部 会 が 立 ち 上 げ ら れ 、 学 校 運

営 を 支 え て い く 学 校 地 域 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 事 業 と し て 始 ま っ て い ま す 。 こ の よ う

な 組 織 の 育 成 ・ 充 実 を 図 っ て い く こ と が 、 将 来 の 本 町 の 教 育 行 政 と し て も 大 事 な

部 分 で あ る と 考 え て お り ま す の で 、 こ の 支 援 に つ い て も 取 り 組 ん で ま い り た い と

考えております。  

    こ れら の 課題 に 対 し ま して 、 教育 委 員 会 、 学校 と の連 携 を よ り 密に し て、 改 善

も 図 り な が ら 取 り 組ん で ま い り た い と 考え て お り ま す の で 、御 理 解 賜 り ま す よ う、

よろしくお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   堀議員。  

２ 番 議 員 （ 堀   格君 ）   ま ず１ 点 目の 幼 保 連 携 型認 定 こど も 園 で あ りま す が、 こ ど

も 園 の あ り 方 に つ い て 、 こ れ か ら い ろ い ろ 論 議 が 進 め ら れ て い く と 同 時 に 、 そ の

制 度 内 容 が 明 ら か に な っ て い く と 思 い ま す 。 そ れ に つ い て 十 分 勉 強 し て い っ て い

ただきたいというふうにお願いをしておきます。  

    こ れは 、 ある 意 味 で 一 つの 最 終形 だ と 思 う んで す が、 そ れ に 至 る前 に 幼稚 園 で

の 問 題 と い た し ま し て 、 い わ ゆ る 正 規 の 時 間 外 の 教 育 と い い ま す か 、 こ れ を 預 か
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り 保 育 と 言 う よ う で あ り ま す が 、 こ の 預 か り 保 育 と い う の が 、 や は り 幼 稚 園 が ２

時 に 終 わ っ て 帰 っ て く る の で は な か な か 困 る と い う の が 世 間 一 般 で 非 常 に 問 題 視

さ れ て ま い り ま し て 、 文 部 科 学 省 に お き ま し て も 、 ど う も １ ９ ９ ８ 年 の 時 点 で 、

い わ ゆ る 預 か り 保 育 と い う も の を 教 育 要 領 の 中 に 定 め て き た よ う で あ り ま す 。 平

成 ２ １ 年 ３ 月 の 新 学 習 指 導 要 領 か ら 明 確 に 示 さ れ て い る よ う で あ り ま す が 、 本 則

と い う か 、 第 １ 項 め で は 、 幼 稚 園 の 標 準 時 間 は ４ 時 間 と 、 こ う い う ふ う に 決 ま っ

て い る よ う で あ り ま す 。 と こ ろ が 、 そ の 次 の 項 目 で 、 延 長 と い い ま す か 、 時 間 外

の 保 育 に つ い て 、 学 校 教 育 法 に 基 づ い て 教 員 免 許 を 持 っ た 人 が 責 任 を 持 っ て 対 応

し な さ い と い う こ と が 書 か れ て い る よ う で あ り ま す 。 こ う い う こ と で あ り ま す の

で 、 や は り 文 部 科 学 省 と し て も 従 来 の ４ 時 間 に 制 限 さ れ ず に や っ て い こ う と い う

方 針 を あ る 意 味 で 進 め て お ら れ ま す の で 、 ひ と つ よ ろ し く お 願 い し た い と 思 い ま

す。  

    ど うも 世 間一 般 に お き まし て 、幼 稚 園 の あ り方 と して ３ つ あ る よう で あり ま し

て 、 １ つ は 預 か り 保 育 、 ２ つ 目 に 給 食 、 ３ つ 目 に 通 園 バ ス 、 こ の ３ つ を 幼 稚 園 の

三 種 の 神 器 と 言 う ん だ そ う で あ り ま す 。 川 西 町 に お き ま し て は 、 給 食 と 通 園 バ ス

は で き て い ま す の で 、 あ と １ つ 、 預 か り 保 育 に つ き ま し て 、 制 限 せ ず に 、 人 件 費

を 伴 い ま す け れ ど も 、 も っ と 預 か り 保 育 の 充 実 を お 願 い し た い と い う ふ う に 思 い

ますので、教育委員会のほうによろしくお願いしたいと思います。  

    そ れか ら 、も う 一 つ 、 全国 の 学力 テ ス ト の 関連 で あり ま す が 、 早く も 去る １ １

月 ２ ９ 日 に 、 「 ２ ６ 年 度 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 の 実 施 に つ い て 」 と い う こ と で

文 部 科 学 事 務 次 官 か ら 通 知 が 出 て お り ま す 。 こ れ を 読 み ま し て も 、 調 査 結 果 の 活

用 と い う こ と で 、 若 干 読 み 上 げ ま す と 、 「 各 教 育 委 員 会 、 学 校 等 に お い て は 、 多

面 的 な 分 析 を 行 い 、 自 ら の 教 育 及 び 教 育 施 策 の 成 果 と 課 題 を 把 握 ・ 検 証 し 、 保 護

者 や 地 域 住 民 の 理 解 と 協 力 の も と に 適 切 に 連 携 を 図 り な が ら 、 教 育 及 び 教 育 施 策

の 改 善 に 取 り 組 む こ と 」 と か 、 「 各 教 育 委 員 会 に お い て は 、 調 査 結 果 を 踏 ま え 、

そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 に 応 じ て 、 学 校 に お け る 取 り 組 み 等 に 対 し て 必 要 な 支 援 等

を 行 う な ど 、 域 内 の教 育 及 び 教 育 施 策 の改 善 に 向 け た 取 り 組み を 進 め る こ と 」 と、

こ う い う こ と も 書 か れ て お り ま す の で 、 今 年 度 の 成 績 、 結 果 が さ ら に 改 善 さ れ ま

すように御尽力をお願いしたいと思います。  

    以上です。  

議   長 (森本修司君）   教育長。  

教 育 長（山嶋健司君）   まず、川西幼稚園においてのこども園の取り組みの方向性と

い う こ と で す が 、 幼 保 一 元 化 が 唱 え ら れ ま し た 段 階 に お き ま し て 、 少 な か ら ず の

準 備 と い た し ま し て 、 先 ほ ど も 両 方 の 資 格 を 持 っ た と い う 形 で お 話 が あ り ま し た

け れ ど も 、 新 規 保 育 園 の 教 員 の 採 用 に つ き ま し て は 、 幼 稚 園 教 諭 資 格 、 保 育 士 資

格 を 有 す る 職 員 の 採 用 と い う 形 を と っ て お り ま す 。 現 在 、 園 長 を 含 め ま し た 常 勤

職員の中で７人中６人が両方の資格を持っております。  

    次 に 、 幼稚園 に お いて の 就 園後の 預 か り保 育 の 件につ い て であ り ま すけれ ど も 、

保 護 者 の 希 望 ア ン ケ ー ト 等 を 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 関 係 で さ れ ま す し 、 あ と 、 幼

稚 園 に つ い て の 取 り 組 み 方 法 、 ど う い う 形 で や っ て い く か と い う こ と と 、 そ れ と
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対 応 し て い く 人 員 の 確 保 に つ い て も 必 要 と い う こ と に な っ て き ま す の で 、 さ き に

あ り ま し た 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 と い う 形 と も 関 係 は し て く る と 思 う ん で す け

れ ど も 、 で き る だ け 住 民 さ ん の 意 向 に 沿 う よ う な 形 で 前 向 き に 検 討 し て い き た い

と思っております。  

    よろしくお願いします。  

議   長（森本修司君）   １番議員  勝島健君。  

１ 番 議 員 （ 勝島  健君 ）   議 長の お 許し を い た だ きま し たの で 、 ３ つ ほど 町 長及 び 当

局のお考えをお尋ねしたいと思います。  

    まず１つ目は、農業の後継者問題についてであります。  

    農 業従 事 者の 高 齢 化 と 世代 ご との 働 き 方 の 変遷 に より ま し て 、 後継 者 不 足 の 問

題 が 川 西 町 で も 表 面 化 し よ う と し て お り ま す 。 政 府 減 反 政 策 の 終 了 や Ｔ Ｐ Ｐ 交 渉

の 難 航 な ど 、 農 業 を 取 り 巻 く 環 境 は ま す ま す 厳 し く な っ て お り ま す が 、 若 い 後 継

者 に あ ら わ れ て も ら う た め に は 、 農 業 を 儲 か る 仕 事 、 生 活 で き る 産 業 に 育 て る こ

と が 重 要 と 私 は 考 え ま す け ど も 、 川 西 町 と し て 積 極 的 な 対 策 を 行 う つ も り は な い

でしょうか。  

    続きまして、防災行政のあり方についてであります。  

    災 害の あ り方 と い う の は、 地 域に よ っ て 多 かれ 少 なか れ 異 な り ます 。 であ る な

ら ば 、 川 西 町 の 災 害 対 策 の あ り 方 も 、 一 般 に 言 わ れ て い る も の ば か り で は な く 、

地 域 に よ っ て 異 な っ て 当 然 で あ り ま し て 、 川 西 町 は 自 然 災 害 を 考 え る 上 で ど う い

う 地 域 で あ る と い う 認 識 を 当 局 は 持 っ て お ら れ る の か 、 ま た 、 そ れ を 踏 ま え て 今

後の防災及び災害対策はどうあるべきと考えているか、お尋ねいたします。  

    最後に、２６年度の予算編成についてであります。  

    平 成２ ６ 年度 予 算 と い うも の は、 竹 村 町 長 が初 め て自 ら の 指 揮 のも と に編 成 さ

れ る 予 算 で あ り ま し て 、 自 ら の 意 向 を 反 映 さ せ る こ と の で き る 予 算 と な り ま す 。

私 は も ち ろ ん 、 住 民 の 方 々 も 大 い に 期 待 を し て い る わ け で す け ど も 、 こ れ か ら ３

月 の 予 算 議 会 に 向 け ま し て ど の よ う な 意 向 を 持 っ て 予 算 編 成 に 取 り 組 む つ も り で

あるか、お尋ねいたします。  

    よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（ 竹 村 匡正君 ）   ま ず 、 農業の 後 継 者問 題 に ついて の 御 質問 で ご ざいま す が 、

農 業 従 事 者 の 高 齢 化 、 農 業 の 後 継 者 、 担 い 手 不 足 の 問 題 に つ き ま し て は 、 全 国 的

に も 大 き な 問 題 と な っ て き て お り ま す 。 現 在 、 本 町 の 農 家 戸 数 は ３ ５ ０ 戸 余 り で

ございます。１戸当たりの水田面積は３９アール程度で、県の平均面積５４ .８ア

ー ル よ り 小 さ く 、 ほ と ん ど が 小 規 模 農 家 で あ り 、 今 の 状 況 で 農 業 を 継 続 し て い く

の は 、 高 齢 化 に よ る身 体 的 負 担 の 増 加 や生 産 性 所 得 の 維 持 が困 難 で あ る こ と か ら、

難しい状況にございます。  

    こ のよ う な状 況 を 解 消 する た めに 、 地 域 の 自主 性 を生 か し な が ら地 域 ぐる み で

農 地 の 保 全 を 図 る こ と が 必 要 と な り ま す 。 町 と い た し ま し て 、 農 業 経 営 に つ い て

は 、 農 地 の 集 約 化 を 図 る こ と に よ り 、 大 型 機 械 に よ る 農 作 業 の 効 率 化 を 図 る 必 要

が あ る と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 一 層 生 産 コ ス ト を 下 げ る た め 、 農 家 お の お の が
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農 業 機 械 を 装 備 す る の で は な く 、 農 業 機 械 を 共 有 化 し 、 共 同 利 用 す る 、 ひ い て は

集 落 で 営 農 組 合 等 を 組 織 し 、 地 域 の 水 田 を 集 約 し て 経 営 す る 必 要 が あ る と 考 え て

おります。  

    こ のた め 、今 後 農 業 関 係機 関 等と 連 携 し 、 集落 営 農等 に よ る 農 業機 械 の共 同 利

用 化 の 促 進 に よ り 、水 田 の 農 業 経 営 の 安定 性 を 図 っ て ま い りた い と 考 え て い ま す。  

    後 継 者 問題に つ き まし て は 、国の 施 策 であ り ま す新規 就 農 総合 支 援 事業に よ り 、

青 年 の 就 農 意 欲 の 喚 起 と 就 農 後 の 定 着 を 図 る 目 的 と し て の 支 援 事 業 が あ り 、 川 西

町 に お い て も １ 名 の 方 が こ の 支 援 を 受 け な が ら 就 農 さ れ て い ま す 。 将 来 の 農 業 を

支 え る 若 い 担 い 手 が 求 め ら れ て い る こ と か ら 、 新 規 就 農 総 合 支 援 事 業 を 広 く 周 知

し 、 多 く の 担 い 手 を 育 成 し な け れ ば と 考 え て い ま す 。 ま た 、 農 地 を 管 理 で き な い

所 有 者 と 農 地 を 求 め る 農 業 意 欲 の あ る 者 を 結 び つ け る 農 地 バ ン ク を 有 効 利 用 し 、

農地保全、農業振興を図ってまいりたいと考えております。  

    次 に、 地 域の 特 性 を 踏 まえ た 上で の 防 災 及 び災 害 対策 行 政 の あ り方 に つい て と

の御質問にお答えいたします。  

    川 西町 は 、奈 良 盆 地 の 中央 部 に位 置 し 、 平 地で あ るこ と か ら 、 土砂 災 害の 心 配

は ご ざ い ま せ ん が 、 大 和 川 、 寺 川 、 飛 鳥 川 、 曽 我 川 の ４ つ の 河 川 に 囲 ま れ て い る

こ と や 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ で も 示 さ れ て い る と お り 、 町 の ほ ぼ 全 域 が 浸 水 想 定 地 域

で あ る こ と 、 昨 今 の 異 常 気 象 に よ る 豪 雨 な ど か ら も 、 特 に 風 水 害 が 心 配 さ れ て い

ます。  

    勝 島議 員 の御 指 摘 の と おり 、 地域 特 性 は 災 害対 策 を考 え る 上 で 非常 に 重要 で ご

ざ い ま す 。 川 西 町 で は 、 気 象 状 況 や 河 川 状 況 を 把 握 し 、 的 確 な 災 害 対 策 が で き る

よ う に 手 順 の マ ニ ュ ア ル 化 を 進 め て い る と と も に 、 大 和 川 河 川 事 務 所 、 県 、 流 域

自 治 体 で 連 携 し た 危機 対 応 が と れ る よ うに 、 水 防 組 織 を 設 立し て お り ま す 。 ま た、

災 害 時 に 素 早 く 避 難 所 開 設 が で き る よ う に 、 住 民 を 主 体 と し た 避 難 所 運 営 を 進 め

て お り 、 来 年 の １ 月 １ ５ 日 に は 、 こ こ に お ら れ る 伊 藤 議 員 が 会 長 を さ れ て お り ま

す 川 西 町 自 主 防 災 連 絡 協 議 会 の 協 力 の も と 、 避 難 所 開 設 訓 練 を け や き ホ ー ル で 行

います。  

も ち ろ ん 、 こ れ ら の 災 害 対 策 は 、 風 水 害 だ け で な く 地 震 災 害 に お い て も 活 用 で

き る よ う 考 え て お り ま す 。 特 に 備 蓄 品 に つ い て は 、 よ り 多 く の 避 難 者 が 出 る 地 震

被害想定を基準として整備を進めております。  

過 去 の 大 災 害 が 示 す と お り 、 災 害 対 応 は 行 政 だ け で は 限 界 が あ り 、 地 域 住 民 の

協 力 が 必 要 不 可 欠 に な り ま す 。 こ れ か ら の 災 害 対 策 は 、 行 政 だ け で 考 え る の で は

な く 、 住 民 の 代 表 で あ る 自 主 防 災 連 絡 協 議 会 の 皆 さ ん と と も に 、 地 域 に 根 差 し た

災害対策を築いてまいりたいと考えております。  

最 後 に 、 平 成 ２ ６ 年 度 の 予 算 編 成 に つ い て と の 御 質 問 で ご ざ い ま す が 、 先 月 の

１ 日 付 で 、 私 の 意 向 を 反 映 さ せ て い た だ い た 予 算 編 成 方 針 を 各 部 課 長 に 対 し て 示

し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 そ こ で は 、 本 町 の 現 状 に つ き ま し て 、 歳 入 面 で は 人 口

の 減 少 率 、 高 齢 化 率 が と も に 高 い こ と に よ り 、 税 収 の 増 額 を 期 待 す る こ と は 厳 し

い と い う こ と や 、 今 年 ８ 月 に 示 さ れ て お り ま す 総 務 省 の 概 算 要 求 に お い て も 、 交

付税総額が１ .８％の減額要求になっていることなどから、交付税の増額も期待で
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き な い 旨 を 示 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 ま た 歳 出 に お き ま し て も 、 ６ ５ 歳 以 上

の 人 口 の 増 加 に よ る 社 会 保 障 費 の 増 加 や 消 防 広 域 化 に 伴 う 初 期 投 資 や 国 保 病 院 へ

の 財 政 負 担 な ど の 補 助 費 、 ま た は 老 朽 化 に 伴 う 公 共 施 設 の 維 持 管 理 費 も 増 加 す る

旨をあわせて示させていただいているところでございます。  

こ の よ う に 、 歳 入 歳 出 両 面 に お き ま し て 財 政 上 必 ず し も 有 利 な 点 ば か り で は な

い と い う 本 町 の 現 状 を 踏 ま え て 、 新 年 度 の 予 算 に つ き ま し て は 、 政 策 目 標 を 明 確

に し 、 事 業 の 選 択 と 集 中 に よ り 限 ら れ た 財 源 を 有 効 に 活 用 す る 、 現 在 実 施 し て い

る 事 務 事 業 に つ い て も 、 前 例 踏 襲 を 排 除 し 、 事 業 効 果 を 精 査 し 、 大 胆 な 見 直 し を

行 う 、 将 来 の 負 担 も 考 慮 し つ つ 、 発 展 の 基 盤 と な る 施 策 に 取 り 組 む と い う ３ 点 に

留意して編成していただくよう指示させていただいたところでございます。  

政 策 の 方 向 性 と し ま し て は 、 私 の 公 約 を ベ ー ス と し た 、 「 人 ・ 企 業 に と っ て 魅

力 あ る ま ち づ く り 」 「 子 ど も や 子 育 て し て い る 人 に と っ て や さ し い ま ち づ く り 」

「 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り 」 「 住 民 参 加 で 開 か れ た ま ち づ く り 」 を 施 策 の 基

本 と し 、 国 、 県 な ど の 動 向 を 細 心 の 注 意 を も っ て 把 握 し 、 適 時 適 切 な 対 応 を 図 る

と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ れ ら の 実 現 に 向 け て 庁 内 で 政 策 会 議 を 開 催 し て 、 各

所 管 の 観 点 だ け で な く 、 全 体 的 に バ ラ ン ス の と れ た 政 策 の 方 向 性 を 打 ち 出 し て 、

住 民 の 皆 様 の 暮 ら し の 向 上 や 地 域 の 振 興 に 効 果 の あ る 施 策 を 立 案 し て い き た い と

考えているところでございます。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   勝島議員。  

１番議員（勝島  健君）   ありがとうございます。  

    ま ず、 農 業後 継 者 の 問 題で す が、 農 業 、 一 次産 業 でつ く ら れ る もの が ない と 、

私 た ち は 結 局 生 き て い け な い わ け な の で 、 川 西 町 と し て も や っ ぱ り そ う い う と こ

ろを大事にしていただきたいというのが私の希望の一つです。  

    そ れか ら 、農 業 と い う のが な ぜ こ う い う ふ うに 後 継者 問 題 を 抱 える よ うに な っ

て し ま っ た か と い う と 、 ち ょ っ と 保 護 的 な 国 の 政 策 ・ 施 策 の 結 果 で は あ る と 思 う

ん で す 。 ち ょ っ と 保 護 が 強 く て 、 産 業 的 に ち ょ っ と 伸 び お く れ た と い う 感 じ を 持

っ て い ま す 。 そ う い う 意 味 で 、 一 般 の サ ー ビ ス 業 な ん か と 同 じ よ う な レ ベ ル ま で

ま ず 産 業 と し て 追 い つ か な い と い け な い と 私 は 考 え て お る わ け な ん で す け ど も 、

そ の 辺 を 、 先 ほ ど 町 長 に お 答 え い た だ い た よ う な 集 約 化 と か 効 率 化 、 あ る い は 高

価 な 農 機 具 を 共 同 で 使 用 す る と い う よ う な 形 で 、 農 業 を 儲 か る よ う に 、 町 主 導 で

環 境 を 整 備 し て い た だ け れ ば 、 一 つ の モ デ ル が こ う い う と こ ろ で も つ く れ る ん じ

ゃ な い か と 考 え ま す 。 国 は な か な か 重 い 腰 を 上 げ て く れ ま せ ん け ど も 、 こ れ は 将

来 的 に 大 事 な こ と だ と 思 い ま す の で 、 ひ と つ 川 西 町 と し て 考 え て い た だ き た い と

思います。  

    そ れか ら 、災 害 行 政 で すが 、 これ は ち ょ っ と楽 観 的な 見 方 か も しれ な いん で す

け ど も 、 川 西 町 、 ま た 奈 良 盆 地 全 体 を 見 ま し て も 、 全 体 的 に ほ か の と こ ろ に 比 べ

て 災 害 は さ ほ ど 厳 しい も の が な い よ う な地 域 だ と 思 う ん で すね 。 そ う い う 意 味 で、

風 水 害 に 対 応 す る 、 あ る い は 住 民 さ ん に 災 害 が 起 こ っ た と き の 準 備 を し て い た だ

く と い う の は 非 常 に 大 事 な こ と な ん で す け ど も 、 川 西 町 は 意 外 と 災 害 が そ ん な に
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厳 し く な い ん だ よ と い う の も 一 つ の 町 の ア ピ ー ル ポ イ ン ト に で き る か と 思 い ま す

の で 、 逆 説 的 な 見 方 か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 そ れ を う ま く 利 用 し て 、 川 西 町 を

もっとアピールしていっていただきたいというのが私の一つの希望であります。  

    そ れか ら 、２ ６ 年 度 予 算に つ いて な ん で す けど も 、１ ２ 月 の 広 報に も 報告 さ れ

て い ま し た よ う に 、 経 常 収 支 比 率 と い う の が 以 前 に 比 べ る と か な り 改 善 さ れ て い

る と い う ふ う に お 見 受 け し ま す 。 こ れ は 、 前 町 長 を 初 め と す る 職 員 の 皆 さ ん の 努

力 と 我 慢 の お か げ か な と 思 い ま す 。 県 平 均 や 全 国 平 均 よ り も 高 い 、 よ い 数 値 に な

っ て い る わ け な ん で す が 、 こ こ で 安 心 せ ず に 、 も っ と 上 も あ る わ け な の で 、 経 常

収 支 比 率 で す か 、 そ の 辺 は も っ と も っ と 下 げ て い た だ け れ ば 、 必 要 な 事 業 、 住 民

サ ー ビ ス の 向 上 に も 使 え ま す の で 、 民 間 の 感 覚 で も っ と 上 を 目 指 し て い た だ き た

いということを希望いたします。  

し か し な が ら 、 頑 張 る 職 員 さ ん 方 に 正 当 な 報 酬 が 支 払 わ れ る こ と も も ち ろ ん 大

切 で す し 、 住 民 サ ー ビ ス と い う の は も ち ろ ん 適 切 に 行 わ れ ね ば な り ま せ ん 。 よ り

多 く の 住 民 の 方 に 質 の 高 い サ ー ビ ス を 効 率 よ く 提 供 で き る よ う に 、 創 意 工 夫 を 凝

らして今後の町政に当たっていただきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   お っし ゃ ると お り 、 来 年度 予 算に つ き ま し ても 財 政規 律 を

弱 め る こ と な く 、 し っ か り 取 捨 選 択 し て や っ て ま い り ま す の で 、 議 員 の 思 い も 踏

まえた上でしっかり町政運営をしていきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   ３番  伊藤彰夫君。  

３番議員（伊藤彰夫君）   伊藤です。議長の許可を得ましたので、質問いたします。  

    さきに通告してありますように、子ども議会についてであります。  

    近 年の 選 挙の 投 票 率 を 見 ま す と、 ６ ０ 歳 代 の約 ８ ０％ に 対 し て 、３ ０ 歳代 で は

約４０％で、低下傾向にあります。若い人たちの投票率の低さは政治離れのあらわ

れと言われ、政治への関心の低さをあらわしていると言えるでしょう。では、これ

からの日本を担っていく若い人たちに政治に対する興味を引くにはどのようにすれ

ばよいのでしょうか。私は、大人になってからよりも、子ども時代が大切だと考え

て、子ども議会に注目しました。  

子ども議会は、全国１ ,６２７の市町村のうちで、現在約２６０の市町村で開催

しています。子ども議会は、将来を担う子どもたちが行政や議会の仕組 みを学び、

身近な地域の問題や将来のまちづくり、学校教育のあり方などを子どもたち自身で

考え、町に対して自分の夢や希望、意見や提言を発表し、あるいは質問を行い、そ

れに町長や部長が答弁を行うという通常の議会のように開催されています。それら

を通して自分が住むまちに関心を持ち、行政に理解を深めるとともに、将来その子

どもたちが成長して参政権を持ったとき、政治に関心を向け、その結果、投票率の

向上にもつながるものと私は信じています。  

    子 ども 議 会に つ い て 、 千葉 大 学の 研 究 報 告 によ り ます と 、 子 ど も議 会 は全 国 で

広がりつつある一方で、取り組んでいなかったり、子ども議会を開催したが今は休

んでいるという自治体が半数近くあるようです。そのアンケート調査の結果を見ま

すと、取り組まない理由として、要望がない、話題に上らない、必要性がない、効
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果がわからない、時間の確保が難しい、行政側の負担が大きいなどといった否定的

な意見が多くを占めていました。  

そこで、役場や教育委員会の日常業務、それに財政にも余り負担をかけずにでき

る方法を考えました。まず、趣旨に賛同する役場の若手職員を募って、子ども議会

プロジェクトチームを立ち上げます。そして、日常業務 の合間を縫って１年ぐらい

ゆっくり時間をかけて子ども議会の開催方法を勉強し、話し合います。開催方法が

決まれば、例えば翌年の４月から、プロジェクトチームの若手職員が６年生を対象

に、月に１回１時間程度で広報川西や川西町総合計画をテキストに川西町のことを

説明して、子どもたちに感想や意見や質問を言ってもらいます。それを４月、５月、

６月に行い、慣れたころに子ども議会の議員希望者と傍聴者を募ります。そして、

７月に意見や質問をまとめて、夏休みに議場で子ども議会を開催します。もちろん

議長も子どもです。竹村町長や部長が答弁しま す。議員や傍聴者になれなかった子

どもたちも、けやきホールなどでテレビ中継を見ます。そして、広報川西にもその

様子を掲載します。その効果は、まちづくりや行政、議会制民主主義に対する子ど

もたちの認識が深まるでしょうし、子どもの親も一般の町民も注目します。広報川

西を読む人もふえると町民の意識も高まり、活性化するでしょう。  

もう一つの大きな効果として、子どもたちが自分の意見をみんなの前で発表する

という経験は、きっと将来の自信につながることでしょう。さらに、役場の若手職

員のスキルアップ、人材育成にもつながります。これら は一石三鳥以上の効果が期

待できるのではないでしょうか。  

兵庫県の川西市では、平成４年から始まり、今年で２２回目を迎えています。イ

ンターネットでも議事録が閲覧できます。上牧町でも今年の７月に子ども議会を開

催しています。  

将来を担う子どもたちの成長のために、まずは試行実施から本町も取り組むべき

と私は考えますが、町長のお考えをお尋ねいたします。  

以上で１回目の質問を終わります。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   伊 藤議 員 がお っ し ゃ る とお り 、今 後 の 日 本 の将 来 並び に 民

主 主 義 の 問 題 を 考 え ま す と 、 特 に 若 者 の 選 挙 の 投 票 率 の 低 さ に つ い て 、 私 も 危 惧

し て い る と こ ろ で ござ い ま す 。 全 国 各 地で は 、 政 治 に 興 味 を持 っ て も ら え る よ う、

子 ど も 議 会 が 実 施 さ れ 、 自 分 た ち の 住 む ま ち の 将 来 に つ い て の 質 問 に 対 し 、 市 町

村長や関係する部長が答弁する形式で実施されております。  

子 ど も た ち に 自 分 の 住 ん で い る ま ち の 姿 を 見 詰 め 直 し て い た だ く こ と や 、 将 来

の ま ち に つ い て 考 えて い た だ く こ と 、 また 、 政 治 に 興 味 を 持っ て い た だ く こ と は、

非常に大切なことであると考えております。  

     子ども議会を実施する方法やその開催時期、対象者等の詳細の内容につい て検討

するとともに、既に実施している市町村での課題等を踏まえつつ、学校と調整しな

がら実施に向けて検討を進めてまいりたいと考えております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   伊藤彰夫君。  
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３ 番 議 員 （ 伊藤 彰 夫君 ）   先 月の ２ ２日 に 川 西 小 学校 の 完成 式 が あ り まし た 。そ の 行

政の公式行事に、小学生、５、６年生も多数参加しており、お礼の挨拶を立派に述

べ、また、１年生のかわいい壁新聞もあり、本当にすばらしい式典だったと思いま

した。子どもたちも、竹村町長を初め役場の職員、来賓、建設業者に混じって式典

に参加したことは、教室で学ぶこと以上に得るものがあったと思います。  

    子 ども 議 会に つ い て も 、学 校 での 勉 強 以 上 のこ と を実 体 験 を 通 して 多 くの こ と

を学びとってくれると信じております。町長のほうから前向きな御答弁をいただき

まして、まことにありがとうございます。すぐには実施できなくても、将来子ども

議会を開催されることを切に願いまして、私の質問を終わります。  

議   長（森本修司君）   １１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。議長の許可を得ましたので、町長に質

問いたします。  

 内容は、質問通告してありますように、結崎駅からの朝晩の駅員さん引き揚げ問

題並びにまちづくりにおける町政懇談会の開催についてであります。  

 まず、結崎駅についてであります。  

 さきの９月議会で町長と議論した折にも、駅員さんがおられなくなる時間帯にお

ける利便性と安全性について危惧されておいででしたし、現に、地域や御利用の皆

さんからも同様の危惧する声が上がっておりまして、これについては聞き及びのこ

とと存じます。今般、いよいよ今月の２１日より、朝９時半までと夕方６時半から

の駅無人化が始まりますが、地域や御利用の皆さんから既に上がっている声にもあ

りますように、当然何らかの影響は出てくることでありましょう。  

これらについて、町長はさきの議会では、今後どのように対処するべきか検討す

る旨おっしゃっておりました。今般、無人化時間帯が始まることからも、策を講ず

るべきと存じますが、この問題、いかがお考えでありましょうか。お聞かせくださ

い。  

次に、町政懇談会についてであります。  

まちづくりを進める上で、住民の皆さんの声をいかに反映させるかは、決してお

ろそかにできる問題ではありません。そこで、そうした機会づくりの一つとして、

町長と役場幹部職員がともに出席をして、住民の皆さんと膝を交えながらの直接の

意見交換ができるような場を地域ごとに年に１回程度で定期開催していくような、

まちづくり懇談会と呼びますが、この手の取り組みを手がけていかはりませんか。  

また、これとは別に、個別の課題などでその時々に取り組んでいる事業に関して、

住民の皆さんからの要望に応じるような形で、担当者が講師になるなりして、住民

と行政との意思の疎通を深め合えるような、役場の取り組み出張講座と呼びますが、

このような取り組みを設けていかはりませんか。  

こうした一連の取り組みを通じて町長のビジョンを縦横に語り、各種事業に対す

る意見や、また逆に地域ごとの要望を出してもらうなど、行政と住民とが互いに意

思の疎通を密にし合いながら互いの知恵を出し合い、それを予算化して本町のまち

づくりをみんなで築いていけるような、こういった取り組みを持つことを求めるも

のであります。  
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 以上、これらについての町長の御所見をお伺いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   初 めに 、 近鉄 結 崎 駅 省 人化 対 策に つ い て 説 明い た しま す 。

芝議員には、９月議会においても御質問があったかと思いますが、その後の経緯を

説明させていただきます。  

 ９月議会終了後の９月２７日に磯城郡３町長で荒井知事を訪問し、これまでの近

鉄に対しての要望活動を説明するとともに、無人化の撤回、省人化の見直しについ

てお願いに行ってまいりました。  

 その後、１０月１０日、１１月１２日と２回にわたって近鉄本社から担当者が来

庁され、鉄道事業の経営合理化、利用者数減などによる鉄道の困窮のためなどの理

由により、来る１２月２１日より始発から９時２０分、そして１７時４０分から最

終の間係員が不在となる係員配置時間の説明がございました。しかしながら、近鉄

が対応策とされている監視カメラや有人駅からのインターホンの対応だけでは夜間

の不審者等の犯罪防止及びトラブルに対する緊急時の対応等が万全であるとは言え

ず、住民や利用者に少なからず不安を与えることが懸念されております。町といた

しましても、始発からの約４時間、１７時４０分ごろからの約６時間余り無人とな

ることに対し、田原本警察署へ近鉄結崎駅周辺警備の強化をしていただけるよう要

望書を提出いたしました。また、省人化・無人化を既に実施されている駅の関係市

町村の対応策を参考にしながら検討していきたいと思っております。  

 さらに、町では近鉄結崎駅周辺整備計画を進めており、今後は近鉄との協議の中

でも安心安全な駅が維持できるよう、適切な防犯対策や高齢者・障害者などへの対

策に取り組んでいただくよう、引き続き協議・要望してまいりたいと考えておりま

す。  

 次に、住民の声を町政に反映できる仕組みづくりについてでございます。  

 私は、川西町の魅力を高める４つの活力プランの一つに「住民参加で開かれたま

ちづくり」を掲げさせていただき、８月より町政を推進しているところでございま

す。現在のところは、住民の皆様の声をお聞きになられている議員の皆様方や自治

会長の皆様並びに各種団体の皆様との意見交換に加え、本年１０月から町声コーデ

ィネーターを１名配置し、住民の皆様方の声をお聞きしているところでございます。  

 町の施策をお知らせする方法や住民の皆様方の声をお聞きする方法につきまして

は、芝議員のお述べの方法を含め、現在模索しているところでございますので、芝

議員も含め、議員の皆様方の御協力をお願い申し上げます。  

 以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   まず、結崎駅の問題についてであります。  

手を打つといいますか、危惧する問題は承知されておりますので、そ れらについ

て近畿日本鉄道さんへの申し入れ、また知事への協力依頼、そして警察への警備の

強化依頼、こういったことで対応しながら状況を見て、どういう手を打っていくか

という話でありました。  

いずれにしましても、駅員さんがいてはらへん時間帯は、何か事が起きた場合、
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町長が指摘してはったように、トラブルの発生とか防犯に対する対策は、今の近鉄

さんが実施しておられる対策だけでは不十分だと、こういう認識は今お持ちだとい

うことをお述べでしたので、そういう点では何か手を打たんといかんと、こうなり

ます。手を打つためには、とにかく誰か がそこで人を雇ってせんことには、対応策

としては間に合う形にはならないと思います。それは鉄道会社が引き続き何らかの

手だてをするのか、役所がそれを工面するのか、その辺の問題になってくるという

ふうに思うんですけれども、そこら辺、まずは人的配置ということで、現状、様子

を見て検討していくということでしたけれども、その辺、突っ込んだ具体的な考え

はお持ちではないでしょうか。まずそれをお伺いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   芝 議員 が おっ し ゃ い ま した 人 を配 置 す る 必 要性 と いう こ と

でございますけれども、恐らく町職員やボランティアの方々、シルバー人材の方々

を想定されていらっしゃると思いますが、駅員でない、プロではない方々でござい

ますので、そういった方々が駅に配置されるということについての心理面での負担

というのが想定されるわけでございます。また、警備会社などの活用ということも

想定されていらっしゃるかもしれませんが、こちらについても費用面についても十

分検討してまいらなければいけませんので、まずは状況をしっかり注視し、近鉄並

びに県にはしっかり要望し、また警察に対して警備の強化を要請していくという方

向でまずは進めてまいりたいと思っております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員（ 芝  和也君 ）   人 的 な 配置の 話 で いい ま す と、今 、 町 長が お 述 べのと お り 、

私が思いますに、配置される職員としたら、鉄道職員でないと対応は無理だという

ふうに思います。それを誰がするかというのは、相手が近鉄さんになってきますの

で、そこでの要望の内容になってくると思うんですけれども、当座、現状はとにか

く無人化時間帯の対応策を近鉄としては何らかの手だてを講ずるようにという要望

をされていると思いますが、そこは交渉の成り行きから状況が変わっていくことと

思います。いずれにしても、時間的にはこの２１日からスタートすることになりま

すので、当座、そうなるまでの間は、近畿日本鉄道さんのＯＢ職員さんを使うのか

どうなるのか、それはわかりませんけれども、いずれにしてもそれなりの対応能力

を備えた皆さんの手だてがないことにはあかんというふうに考えております。  

問題は、配置するかどうかということなんですけれども、結局、事が起きてから

対応というのは当然起こってくる話ですけれども、それが起こらないように未然に

策を講ずるというのが役所の務めというふうに判断をいたしますが、そこら辺につ

いて、その手だてを打つか打たないかという判断を町長としてはどうお考えか、い

ま一度お尋ねいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   芝 議員 が おっ し ゃ る と おり 、 町と し ま し て もそ う いっ た 懸

念というのは共有しております。ただ、まずは状況を見てと思っておりますので、

よろしくお願いします。  
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議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員 （ 芝  和 也君 ）   了 解で す 。懸 念 は さ れ てい る とい う こ と で 、そ れ は当 然 の

話になってくるというふうに思います。これまでも警察を 含め、無配置、駅員さん

が お ら れ ん よ う に な る 時 間 帯 の 対 応 策 は 、 鉄 道 会 社 へ の 要 望 や 警 察 へ の 協 力 要 請

等々には努めてもらっていますけれども、いずれにしてもそういう心配を抱えなが

ら、とにかく検討していきたいと。おっしゃることはわかりますが、結局事が起き

てからでは始まりませんので、その辺でどうしていくのか。  

うちの場合は、駅をリニューアルして、まちづくり、活性化の柱に位置づけてい

こうというのが当初の構想であります。その構想を進めていく中から突然降って湧

いたようにこの計画がぱっと出てきたというような格好でありまして、ここ 三、四

年、近鉄の計画では急速に無人化対策という方向で打ち出してきてはるようです。

たまたま軌を一にするような形で出てきていますけれども、いずれにしてもリニュ

ーアルして、これからあの駅をもっと町の玄関口にふさわしいように周辺整備をし

ていこうというときに、駅員さんが不在の時間帯がスタートするということになっ

てくると、やっぱり役所の取り組みと相乗効果を生んでプラスになっていく方向に

は働かないと存じます。  

改めてその辺の人員配置の手だて―話がつくまでは財源については役場で工面

せんなんかもわかりませんし、鉄道会社と折半になるのか、どのぐらいの割合にな

るのかわかりませんが、そこら辺も含めた、無配置の時間帯をつくらないでほしい

という要望だけと違うて、それはそれで近鉄さんの方針ですから、揺るぎないもの

もあるでしょうから、新たな方向性でうちから口火を切っていくというふうな方向

で、現実無人化時間帯が補えるような策として取り組んでもらいたいと、重ねてお

尋ねをいたします。  

議   長（森本修司君）   副町長。  

副 町 長（森田政美君）   まず、住民さん、御利用される方が不安になられる、それは

も う 重 々 、 行 政 と し て も 承 知 し て お り ま す 。 近 鉄 の 省 人 化 の 時 間 帯 が 、 普 段 乗 り

慣 れ て お ら れ ま す 通 勤 や 通 学 の 時 間 帯 で は な く 、 昼 間 御 利 用 の 時 間 帯 に は 駅 員 は

置 く よ と 、 こ の 話 は お 伺 い に な っ て お る と 思 う ん で す 。 行 政 と し て も 何 か の 手 だ

て と い う こ と で す け ど も 、 や は り 近 鉄 さ ん と お 話 さ せ て い た だ く 中 で も 、 現 在 そ

ん な に 大 き な 問 題 は 起 こ っ て お ら な い と い う 報 告 で す し 、 通 常 乗 り 慣 れ て い る

方 々 の 時 間 帯 に 省 人 化 に な る と い う こ と で 、 近 鉄 側 も そ ん な に 心 配 し て お ら れ な

い 。 た だ 、 町 が 余 り 過 敏 に な る と い う 言 い 方 は 正 し い か ど う か わ か り ま せ ん け ど

も 、 と に か く 一 旦 始 ま っ て 、 現 状 を 把 握 さ せ て い た だ い て 、 も し 人 員 を 配 置 す る

と い う こ と に な る の で あ り ま し た ら 、 そ こ は や っ ぱ り 近 鉄 側 さ ん か ら 費 用 を 出 し

ていただくということがまず本来だと考えます。  

    と にか く 、ま ず 始 ま っ てみ て 、そ れ か ら の 状況 と いう こ と で 御 理解 願 いた い と

思います。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員 （ 芝  和 也君 ）   言 われ る こと は そ れ な りに 理 解し て お り ま す。 た だ、 鉄 道

会社としては、その時間帯で実施するから、そういう説明を当然地元やらにはしは
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ると思いますけれども、私も時折その時間帯に駅前に立つことがありますが、毎日

通勤・通学で慣れてはる方においても、やっぱり踏切を越えて、構内踏切はもちろ

ん、あの南側の踏切においても、もう電車の時間がぎりぎりやったら、東側から来

た人はそのまま越えて来はりますので、駅員さんが「こらっ」と顔を真っ赤にして

注意をされているというシーンも何遍も見ていますし、また、私が目撃したのは若

い子ですけれども、慌てて走りますので、パチャッと線路の上でうつ伏せにこけて

しまう。若いからそのまま立ち上がって、事なきを得ますけれども。そういった問

題も起こりますので、方向としては誰かが手だてせんことには話は多分前に進まへ

んと思いますから、そういう点で、ぜひ役所の側から突っ込んだ決断をしていって

もらいたいというふうに感じております。  

    交 渉は 交 渉で こ れ ま で どお り 持っ て い っ て もら っ て、 要 望 を 上 げて も らい な が

らも、そこの話を提案する、口火を切るほうは、役所のほうからそういった人を置

くという手だてを打つ、財源についてはこちらも考えますというふうな意味合いで、

ぜひ御判断をいただきだというふうに思います。  

    町 政懇 談 会に つ い て は 、町 長 の進 め 方 で こ れか ら 取り 組 ん で い ただ け るよ う で

ありますから、また状況を見ながら折に触れて声をかけていきたいと思います。  

まずは口火を切っていく、駅員さんの交渉の過程で整合性を図ってというよりも、

手だてを打つということで役所の側から口火を切るという判断について、もう一度

重ねてお伺いします。  

議   長（森本修司君）   副町長。  

副 町 長（ 森 田 政 美 君 ）   や っ ぱ り 僕 は 、 駅 構 内 を 含 め て の 安 全 管 理 と い う の は 、 ま

ず 近 鉄 に 責 任 が あ る と 思 う ん で す 。 そ の 辺 を 重 ね て お 話 し は し て い る ん で す け ど

も 、 コ ス ト の 問 題 と か 経 営 改 善 と か と い う こ と し か 近 鉄 の ほ う は お っ し ゃ ら な い

ん で す 。 そ こ に 、 じ ゃ あ 、 町 が 費 用 を 負 担 し て 、 シ ル バ ー さ ん な り 誰 か 人 材 を 置

く と い う こ と を す る と 、 そ こ は 近 鉄 さ ん の 責 任 を 行 政 が 肩 代 わ り す る 、 言 い 方 は

おかしいかもわかりませんが、そういうことになりかねませんので。  

それと、やはり我々が気にしているのは、芝議員がおっしゃったように、構内踏

切の危険性については重々認識しております。今、駅舎も含めての駅前の整備を進

めようとしているところなんですけども、その中で、今の案としては構内踏切を廃

止する方向で進めようとしているんですけども、そうなると、近鉄側さんのリスク

を１つ町が消すわけですので、そういうことの駆け引きという言い方はおかしいか

わかりませんけども、交渉の中で、やっぱり近鉄さん側も何らかの安全対策に対し

て費用を出していただけるように今後交渉してまいりたいと、そのように考えてお

ります。  

議   長（森本修司君）   これをもちまして一般質問を終わります。  

 これより議事に入ります。  

 お諮りいたします。  

 日程第５、議案第６４号、平成２５年度川西町一般会計補正予算についてより、

日程第１６、議案第７６号、奈良県市町村総合事務組合の規約の変更についてまで

の１３議案について一括上程したいと思いますが、これに御異議ございませんか。  
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        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括上程いたします。  

 議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

 町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   そ れで は 、今 議 会 に 上 程い た しま し た 議 案 等の 提 案要 旨 に

ついて御説明いたします。  

 まず、日程第５、議案第６４号、平成２５年度川西町一般会計補正予算について

から、日程第９、議案第６８号、平成２５年度川西町水道事業会計補正予算につい

てまでの平成２５年度一般会計、特別会計及び水道事業会計補正予算並びに日程第

１０、議案第６９号、川西町子ども・子育て会議条例の制定についてから、日程第

１７、議案第７６号、奈良県市町村総合事務組合の規約の変更についてまでの条例

等の改正について御説明いたします。  

 まず、日程第５、議案第６４号、平成２５年度川西町一般会計補正予算について

でございます。７ページをお開きください。  

 歳出の部でございます。  

 款２ .総務費  項１ .総務管理費  目１ .一般管理費におきまして、退職手当組合へ

の特別負担金として１６２万５ ,０００円の増、目６ .電算運営費におきまして、職

員が使用しておりますパソコンのオペレーティングシステム（ WindowsXP）のサポ

ートが今年度末で終了することに伴う更新の経費といたしまして２ ,０３２万３ ,０

００円の増、その他といたしまして、本年９月の第３回臨時議会におきまして御承

認をいただきました詐害行為取り消し等請求控訴事件に係ります弁護士の成功報酬

費用の追加等をお願いするもので、総務費の合計といたしまして２ ,３７３万９ ,０

００円の増額をお願いするものです。  

 同じく７ページ下段、款３ .民生費  項１ .社会福祉費における主なものといたし

まして、国民健康保険特別会計並びに介護保険事業勘定特別会計への繰出金等とい

たしまして８２４万３ ,０００円の増、後期広域連合への 保険基盤安定負担金が確

定したことによる不用額として６７５万１ ,０００円の減、項２ .児童福祉費におき

まして、子ども・子育て支援システムの構築に係る経費等として８９６万２ ,００

０円の増をお願いするもので、民生費の合計といたしまして１ ,００５万８ ,０００

円の増額をお願いするものです。  

 款７ .消防費におきましては、消防団に係る事務経費といたしまして２７万９ ,０

００円の増額をお願いするものです。  

 款８ .教育費における主なものといたしまして、文化会館調理室の冷蔵庫の更新

に係る経費等、差し引き６２万８ ,０００円の増額をお願いするものです。  

 ５ページをお開きください。歳入の部でございます。  

 款９ .地方交付税におきまして、普通交付税５３３万５ ,０００円の増、款１３ .

国庫支出金におきまして、保険基盤安定負担金の額が確定したことにより１６万８ ,

０００円の減、款１４ .県支出金  項１ .県負担金におきましては、主なものとい た

しまして、後期高齢者医療保険基盤安定県負担金の額が確定したこと等により５１

９万２ ,０００円の減、項２ .県補助金におきましては、子ども・子育て支援システ
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ム構築に係る安心子ども基金事業補助金等として２９５万７ ,０００円の増、項３ .

委託金におきまして、住宅土地統計調査等の統計調査費委託金として１１万１ ,０

００円、款１８ .繰越金におきまして３ ,１５０万円の増、款１９ .諸収入におきま

して、消防団員安全装備品整備等助成といたしまして１６万１ ,０００円の増をお

願いするものです。  

 以上により、歳入歳出それぞれ３ ,４７０万４ ,０００円の増額補正をお願いする

もので、これにより、平成２５年度一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ５９

億１ ,５４４万８ ,０００円となります。  

 次に、日程第６、議案第６５号、平成２５年度川西町国民健康保険特別会計補正

予算についてでございます。６ページをお開きください。  

 歳出の部でございます。  

 款２ .保険給付費につきましては、療養給付費の実績見込みの増に伴い、項１ .療

養諸費におきまして５ ,６５０万円の増、項２ .高額療養費におきまして６００万円

の増をお願いするものです。  

 ４ページをお開きください。歳入の部でございます。  

 療養給付費の増に伴うものでございまして、款３ .国庫支出金  項１ .国庫負担金

におきまして１ ,９８２万８ ,０００円の増、項２ .国庫補助金におきまして５５７

万６ ,０００円の増、款６ .県支出金  項２ .県補助金におきまして５５７万６ ,００

０円の増、財源の調整といたしまして、款９ .繰入金  項１ .他会計繰入金におき ま

して３６１万８ ,０００円の増、項２ .基金繰入金におきまして２ ,７９０万２ ,００

０円の増をお願いするものです。  

 以上により、歳入歳出それぞれ６ ,２５０万円の増額補正をお願いするもので、

これにより、平成２５年度国民健康保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ

１１億５ ,５５４万３ ,０００円となります。  

 次に、日程第７、議案第６６号、平成２５年度川西町後期高齢者医療特別会計補

正予算についてでございます。４ページをお開きください。  

歳出の部でございます。  

款２ .後期高齢者医療広域連合納付金におきまして、保険基盤安定負担金が確定

したことにより、６７５万１ ,０００円の減額をお願いするものです。  

続きまして、歳入の部でございます。  

款３ .繰入金におきましては、保険基盤安定負担金が確定したことによる歳出の

減に伴い、一般会計からの繰入金について６７５万１ ,０００円の減額をお願いす

るものです。  

 以上により、歳入歳出それぞれ６７５万１ ,０００円の減額補正をお願いするも

ので、これにより、平成２５年度後期高齢者医療特別会計の総額は、歳入歳出それ

ぞれ１億５７５万９ ,０００円となります。  

 次に、日程第８、議案第６７号、平成２５年度川西町介護保険事業勘定特別会計

補正予算についてでございます。  

 ７ページをお開きください。歳出の部でございます。  

 款２ .保険給付費におきまして、利用者実績見込みの増により、２ ,７２０万円の
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増額をお願いするものです。  

 ５ページをお開きください。歳入の部でございます。  

 介護事業の利用実績見込みの増に係るもので、款３ .国庫支出金  項１ .国庫負担

金におきまして５４４万円の増、項２ .国庫補助金におきまして１３６万円の増、

款４ .支払基金交付金におきまして７８８万８ ,０００円の増、款５ .県支出金にお

きまして３４０万円の増、款７ .繰入金  項１ .一般会計繰入金におきまして３４０

万円の増、財源調整といたしまして、項２ .基金繰入金におきまして５７１万２ ,０

００円の増額をお願いするものです。  

 以上により、歳入歳出それぞれ２ ,７２０万円の増額補正をお願いするもので、

これにより、平成２５年度介護保険事業勘定特別会計予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ７億７ ,５４０万８ ,０００円となります。  

 次に、日程第９、議案第６８号、平成２５年度川西町水道事業会計補正予算につ

いてでございます。２ページをお開きください。  

 まず、収益的支出でございます。  

 款１ .水道事業費用  項１ .営業費用  目１ .原水及び浄水費につきましては、場外

取水井戸電気代と県水受水費の増等によるもので、８４５万１ ,０００円の増、目

２ .配水及び給水費につきましては、浄水場及び庁舎電気代の増等によるもので、

１６０万円の増、目４ .総係費におきましては、職員給料等の減により４３９万４ ,

０００円の減額をお願いするものです。  

続きまして、資本的支出でございます。  

款１ .資本的支出におきましては、配水管布設工事に係る工事費の増により、６

２９万６ ,０００円の増額をお願いするものです。  

 以上により、収益的支出  第１款水道事業費用  第１項営業費用において５６５

万７ ,０００円の追加、資本的支出  第１款資本的支出において６２９万６ ,０００

円の追加補正をお願いするもので、これにより、平成２５年度川西町水道事業会計

の収益的支出第１款水道事業費用は２億３ ,９０７万４ ,０００円、第１項営業費用

は２億２ ,１９８万５ ,０００円、資本的支出第１款資本的支出は１億４０６万４ ,

０００円、第１項建設改良費は７ ,３８９万８ ,０００円となります。  

以上が平成２５年度補正予算関係でございます。  

続きまして、条例の一部改正等、予算外議案について御説明いたします。  

日 程 第 １ ０ 、 議 案 第 ６ ９ 号 、 川 西 町 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 条 例 の 制 定 に つ い て で

ございます。１枚おめくりください。  

こ れ は 、 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 に 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 が 成 立 し た こ と に 伴 い 、 本 町

に お い て 同 法 第 ７ ７ 条 第 １ 項 に 掲 げ る 市 町 村 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に 関 す

る 事 務 、 特 定 教 育 ・ 保 育 施 設 、 特 定 地 域 型 保 育 施 設 の 利 用 定 員 の 設 定 に 関 す る 事

項 の 処 理 等 を 行 う 子ど も ・ 子 育 て 会 議 を設 置 す る た め に 条 例を 制 定 す る も の で す。  

次 に 、 日 程 第 １ １ 、 議 案 第 ７ ０ 号 、 川 西 町 立 学 校 給 食 セ ン タ ー の 設 置 に 関 す る

条 例 の 廃 止 に つ い て 、 並 び に 日 程 第 １ ２ 、 議 案 第 ７ １ 号 、 川 西 町 学 校 給 食 の 実 施

に関する条例の制定についてでございます。  

こ れ は 、 こ の た び 完 成 し た 川 西 小 学 校 内 の 給 食 調 理 施 設 で 学 校 給 食 を 供 す る に



 - 23 - 

際 し 、 給 食 セ ン タ ー の 廃 止 と 新 た に 学 校 給 食 の 提 供 に つ い て 条 例 を 制 定 す る も の

です。  

次 に 、 日 程 第 １ ３ 、 議 案 第 ７ ２ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で

ございます。１枚おめくりください。  

こ れ は 、 唐 院 運 動 公 園 屋 内 ゲ ー ト ボ ー ル 場 を 多 目 的 に 利 用 で き る よ う 、 第 ２ 条

に定める名称を改正するものです。  

次 に 、 日 程 第 １ ４ 、 議 案 第 ７ ３ 号 、 川 西 町 水 道 給 水 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で

ございます。１枚おめくりください。  

こ れ は 、 住 宅 等 の 開 発 に 際 し 設 置 す る 仮 説 給 水 栓 の 給 水 分 担 金 に つ い て 、 条 例

で 定 め て い る 分 担 金 の ５ 分 の １ に 相 当 す る 金 額 を 条 例 第 ３ ０ 条 の 規 定 に よ り 軽 減

し て 徴 収 し て お り ま し た が 、 今 後 も 京 奈 和 自 動 車 道 の 側 道 工 事 や 住 宅 開 発 等 に よ

る 仮 説 給 水 栓 の 設 置 が 多 数 見 込 ま れ る こ と か ら 、 金 額 に つ い て 条 例 に 明 文 化 し よ

うとするものでございます。  

次 に 、 日 程 第 １ ５ 、 議 案 第 ７ ４ 号 、 川 西 町 道 路 線 の 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す 。

１枚おめくりください。  

こ れ は 、 川 西 町 へ 寄 附 を 受 け た 道 路 の 登 記 が 完 了 し た 道 路 に つ い て 、 町 道 と し

て認定をお願いするものでございます。  

次 に 、 日 程 第 １ ６ 、 議 案 第 ７ ５ 号 、 奈 良 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 を 組 織 す る 市 町

村 等 の 変 更 に つ い て 、 並 び に 日 程 第 １ ７ 、 議 案 第 ７ ６ 号 、 奈 良 県 市 町 村 総 合 事 務

組合の規約の変更についてでございます。  

こ れ は 、 奈 良 県 広 域 消 防 組 合 が 設 立 さ れ る こ と に 伴 い 、 奈 良 県 市 町 村 総 合 事 務

組 合 を 組 織 す る 市 町 村 及 び 組 合 の う ち 、 消 防 組 合 が 解 散 さ れ 、 総 合 事 務 組 合 の 構

成 団 体 で な く な る こ と に よ る 市 町 村 等 の 変 更 並 び に 規 約 の 変 更 に つ い て 、 地 方 自

治法の規定に基づき議決を求めるものでございます。  

 以上でございます。何とぞよろしく御審議賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   お諮りいたします。  

 日程第５から日程第１７までの１３議案につきましては、１３日に審議したいと

思いますが、これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、さよう決します。  

    以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。  

 本日の会議は、これをもって散会といたします。  

 なお、１０日から１２日は休会とし、１３日午前１０時より再開いたします。  

         （午前１１時３０分  散会）  
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（午前１０時００分  再開）  

議   長（森本修司君）   皆さん、おはようございます。  

 これより第４回定例会を再開いたします。  

ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しております。よって、議会は成立

いたしました。  

 それでは、これより本日の会議を開きます。  

    日 程第 １ 、先 日 上 程 さ れま し た議 案 第 ６ ４ 号、 平 成２ ５ 年 度 川 西町 一 般会 計 補

正 予 算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ７ ６ 号 、 奈 良 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 の 規 約 の 変 更 に

ついてまでの１３議案について一括議題といたします。  

 過日、当局より提案説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。  

 質疑ありませんか。  

 勝島議員。  

１番議員（勝島  健君）   議案第６４号、川西町一般会計補正予算の歳出の款２ .総務

費  項１ .総 務管理 費  目６ .電算 運営費 の ２ ,０３２ 万３ ,００ ０円の増 額について

で す が 、 こ れ は 、 パ ソ コ ン の Ｏ Ｓ 更 新 と い う こ と で 説 明 を 受 け ま し た が 、 こ れ に

つ い て 伺 い ま し た と こ ろ 、 パ ソ コ ン の Ｏ Ｓ が 来 年 の ４ 月 ９ 日 に サ ポ ー ト が 終 了 す

る と い う こ と で 、 導 入 の 必 要 が あ る と い う 説 明 を 受 け た ん で す け れ ど も 、 も う 少

し詳しく、その必要性について説明をお願いしたいと思います。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   御 質問 の 件に つ き ま し ては 、 提案 説 明 の 中 でも 申 し上 げ た

と お り 、 職 員 が 業 務 で 使 用 し て お り ま す パ ソ コ ン で 、 現 在 イ ン タ ー ネ ッ ト と 接 続

しておりますものの中で、パソコンのオペレーティングシステムが WindowsXPであ

る機種について交換を行っていきたいと思っているところでございます。  

    こ のＸ Ｐ とい う オ ペ レ ーテ ィ ング シ ス テ ム につ き まし て は 、 製 造元 の マイ ク ロ

ソ フ ト 社 が 機 能 を 改 善 す る た め の ア ッ プ グ レ ー ド や イ ン タ ー ネ ッ ト ウ イ ル ス な ど

に 対 抗 す る た め の サ ポ ー ト が 、 議 員 が お っ し ゃ っ た と お り ４ 月 で 打 ち 切 ら れ る こ

と が 確 定 し て お り ま す の で 、 こ の ま ま 放 置 い た し ま す と 、 ４ 月 以 降 の 使 用 に 関 し

ま し て 、 ウ イ ル ス の 攻 撃 を 受 け た り し た 場 合 、 業 務 で 使 用 し て お り ま す 各 種 デ ー

タ が 毀 損 さ れ る お そ れ が 出 て ま い り ま す 。 そ の こ と を 未 然 に 防 ぐ た め に 年 度 内 に

機種交換を行うという予算措置でございます。  

議   長（森本修司君）   勝島議員。  

１ 番 議 員 （ 勝島  健君 ）   今 、町 長 がお っ し ゃ い まし た よう な 説 明 は 受け ま した が 、

そ う い う わ け で 、 現 在 の 運 用 状 況 、 パ ソ コ ン の 状 態 を 少 し 確 認 さ せ て い た だ い た

ところ、現状の運用で問題であると思う点が２つ確認できました。  

    １ つは 、 まず Ｏ Ｓ と い うの は 常時 新 し く 更 新さ れ るも の な ん で すね 。 頻繁 な 場

合 は １ 週 間 に １ 回 と か あ る わ け で す 。 そ れ が 、 残 念 な こ と に 、 パ ソ コ ン が 導 入 さ

れ た 状 態 の ま ま 、 ほ と ん ど 更 新 さ れ て い な い と い う 環 境 が あ り ま し た 。 そ れ と 、

も う １ つ 、 ウ ェ ブ 閲 覧 ソ フ ト の イ ン タ ー ネ ッ ト ・ エ ク ス プ ロ ー ラ ー と い う ア プ リ

ケ ー シ ョ ン が 最 初 か ら 入 っ て い る わ け な ん で す け ど も 、 こ の バ ー ジ ョ ン が 全 部 古

か っ た で す 。 バ ー ジ ョ ン ６ の ま ま で 、 最 新 だ と も う バ ー ジ ョ ン １ ０ ま で 出 て い る
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ん で す け れ ど も 、 最 低 で も バ ー ジ ョ ン ８ ぐ ら い で な い と 、 恐 ら く 普 通 に ホ ー ム ペ

ー ジ を 見 て い る と 、 悪 意 の あ る ホ ー ム ペ ー ジ で あ る と ウ イ ル ス の 感 染 の お そ れ が

あります。まず、そういう大きな２つの問題点が確認されました。  

    そ うい う 状況 で 今 ま で 運用 さ れて い た と い うこ と 自体 が 恐 ら く 大き な 問題 だ と

思 う ん で す 。 そ れ は も う Ｏ Ｓ を 更 新 す る と か ど う と か い う ん じ ゃ な く て 、 運 用 上

の 問 題 で す の で 、 今 度 新 し く 導 入 す る パ ソ コ ン の Ｏ Ｓ に 関 し て は 、 当 然 何 ら か の

対 策 は さ れ る と 思 う ん で す が 、 そ う い う 状 況 の 運 用 を 続 け て い る と 、 余 り い い 対

策 に な り ま せ ん の で 、 そ こ も 含 め て 、 今 後 ど う や っ て 運 用 し て い く か と い う こ と

も 踏 ま え て 、 パ ソ コ ン の 導 入 だ け じ ゃ な く て 、 運 用 も 含 め て 新 た に し て い っ て い

ただきたいと思います。  

    あ と、 今 回７ ５ 台 更 新 され る とい う こ と な んで す が、 入 れ か え るパ ソ コン と い

う の は 大 体 ５ 年 未 満 な ん で す ね 。 一 般 的 な 感 覚 か ら す る と 、 ５ 年 は 確 か に 新 し く

は な い ん で す が 、 一 般 的 に は 我 慢 し て 使 う レ ベ ル に あ る と 思 い ま す の で 、 こ れ は

リ ー ス 切 れ と い う こ と で 、 ま だ 使 え な い こ と も な い と 思 い ま す の で 、 有 効 活 用 も

考えてやっていただきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   議 員か ら お話 が ご ざ い まし た 、Ｏ Ｓ は 常 時 更新 さ れる も の

と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 極 力 費 用 対 効 果 を 考 え ま し て 、 サ ポ ー ト が 続 く 限 り

は使っていければと考えております。  

ま た 、 ウ ェ ブ 閲 覧 ソ フ ト が 旧 式 で あ る と い う こ と な ん で す け も 、 現 在 使 用 し て

い る ハ ー ド で は 、 閲 覧 ソ フ ト が 現 在 の も の で な い と 対 応 で き な い 状 況 、 メ ー ル や

ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 と い っ た も の に つ い て は 現 在 対 応 で き な い 状 況 で ご ざ い ま す の

で 、 旧 式 を 使 わ せ てい た だ い て お る ん です け ど も 、 今 後 、 次年 度 に は 香 芝 、 葛 城、

川 西 町 の ３ 市 町 村 で 共 同 化 、 ク ラ ウ ド 方 式 を 導 入 す る 予 定 で ご ざ い ま す の で 、 そ

の辺を御検討いただければと思います。  

    ま た、 パ ソコ ン の 利 用 期間 が ５年 で 短 い と いう こ とな ん で す が 、従 来 はリ ー ス

で 対 応 す る も の が 大 半 だ っ た ん で す け れ ど も 、 今 回 は 買 い 取 り に な り ま す の で 、

議 員 が お っ し ゃ っ て い る と お り 、 運 用 方 法 に つ い て は し っ か り 検 討 し て ま い り た

いと思っております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   ほかに質疑ありませんか。芝議員。  

11番 議 員 （ 芝  和 也君 ）   そ れで は 、一 般 会 計 で ３点 、 水道 会 計 で １ 点お 伺 いを い た

します。いずれも予算執行状況についてお伺いをするものであります。  

ま ず １ 点 目 、 一 般 会 計 で す が 、 駅 前 周 辺 整 備 を 進 め て い る 最 中 に 起 こ り ま し た 、

今 般 の 結 崎 駅 の 駅 員 の 無 配 置 化 の 時 間 帯 が 出 て く る と い う 問 題 で あ り ま す が 、 い

ず れ に し て も も う 来 週 末 か ら と い う 状 況 で あ り ま す の で 、 人 員 配 置 の 責 任 は 鉄 道

会 社 の 責 任 と い う こ と で あ り ま す か ら 、 そ れ の 追 求 を 引 き 続 き 町 と し て も 申 し 入

れ な が ら 、 無 配 置 の 時 間 帯 が な く な る よ う に 取 り 組 ん で い く と い う お 話 で あ り ま

し た 。 そ れ で 、 同 一 の 状 況 下 に あ る 自 治 体 が 、 今 般 、 橿 原 線 沿 線 で は ３ 自 治 体 で

す し 、 あ と 大 阪 線 、 そ し て 南 大 阪 線 と 多 数 の 団 体 が 同 様 の 条 件 を 抱 え ま す の で 、
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町 長 と し て も 、 そ れ ら の 団 体 と 同 一 歩 調 を と り な が ら 、 鉄 道 職 員 を 引 き 続 き 雇 い

入 れ る に し て も 、 方 法 を 模 索 し て い き た い 旨 を お っ し ゃ っ て い ま す の で 、 そ の 辺

に 向 け て 、 そ う い っ た 他 団 体 と 一 緒 に 取 り 組 も う と い う プ ロ セ ス が ど う な っ て い

く の か 。 ま だ の 場 合 は 、 や っ ぱ り 誰 か が 口 火 を 切 っ て い か ん と あ き ま せ ん の で 、

そ の 辺 、 町 長 御 自 身 が イ ニ シ ア チ ブ を 発 揮 し て い か れ る か ど う か 、 そ の 辺 を 確 認

しておきたいと思います。  

まず１点目、お願いします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   芝 議員 が おっ し ゃ い ま した と おり 、 同 じ よ うな 状 況に 陥 っ

て い る 各 市 町 村 が 足 並 み を そ ろ え て 対 応 し た ほ う が い い の で は な い か と い う 点 で

ご ざ い ま す け れ ど も、 奈 良 県 の 議 会 で も取 り 上 げ ら れ て い る話 で ご ざ い ま す の で、

ま ず は 県 が 中 心 に な っ て 対 応 し て い た だ け れ ば と 思 っ て お り ま す 。 あ と は 磯 城 郡

３ 町 で し っ か り 話 し 合 い を し て お り ま す の で 、 そ の 話 し 合 い も 含 め て 一 丸 と な っ

て対応してまいりたいと考えております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員（ 芝  和也君 ）   一 般 的 にです け れ ども 、 事 が起き て か らで は 遅 いです の で 。

事 象 と し て 、 事 が 起 き た ら 、 そ れ を ず っ と 言 う て い た の に 、 結 局 事 が 起 き て か ら

し か 動 か ん だ な と い う ふ う な 話 に も な り ま す し 、 町 長 御 自 身 も そ の 点 は 非 常 に 危

惧 し て お ら れ ま す の で 、 今 の お 答 え で も 、 ま ず は 県 が 中 心 に な っ て と い う こ と の

よ う で あ り ま す が 、 足 並 み を そ ろ え て 進 め て い く 上 で も 、 ぜ ひ 他 団 体 の 皆 さ ん 、

磯 城 郡 ３ 町 で そ の 点で は 一 定 の 意 志 統 一は 図 ら れ て い る よ うで あ り ま す け れ ど も、

い ず れ に し て も 同 一 状 況 を 抱 え る 市 町 村 が 足 並 み を 一 つ に そ ろ え て 、 雇 い 入 れ の

対 策 は 考 え て い こ う と い う 口 火 は 切 ら ん と あ き ま せ ん の で 、 そ の 辺 、 危 惧 さ れ て

い る よ う で あ り ま す の で 、 ぜ ひ 積 極 的 な 働 き か け を 起 こ し て い っ て い た だ き た い

というふうに思いますので、その点、重ねてよろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   芝 議員 が おっ し ゃ っ て いる と おり 、 県 に し っか り 働き か け

をしてまいって、幅広い市町村で対応してまいりたいと思っております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   次に２点目ですけれども、地域交通の取り組みです。  

    こ れ は 、この 間 新 たな ア ン ケート 等 も とら れ ま して、 今 、 集約 の 過 程にあ る と 。

中 間 集 計 し か ま だ 出 て い な く て 、 最 終 的 に は 年 が 明 け て １ 月 の 頭 ぐ ら い に 分 析 が

終 わ っ て く る と い う話 で あ り ま す 。 当 座、 今 運 行 し て お り ます コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス、

こ れ を 一 層 充 実 さ せ て い く 方 向 で 、 国 の 補 助 対 象 に な る よ う な 方 向 性 を 打 ち 出 し

て い き た い と い う ふ う な こ と で あ り ま す け れ ど も 、 運 行 の 中 身 で 、 土 日 ・ 祝 日 の

運 行 、 こ れ が ま だ 模 索 検 討 の 中 に は 今 の と こ ろ な い よ う で し て 、 当 座 、 年 末 で あ

り ま す と か 、 何 か 催 し 等 々 、 例 え ば 秋 に 文 化 祭 が あ り ま す と か 、 そ う い う と き の

土 日 の 便 は ま だ 構 想 の 中 に 置 か れ て い る よ う で す け れ ど も 、 一 般 的 な 土 日 ・ 祝 日
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は 今 は と ま っ て い ま す か ら 、 そ れ を ど う フ ォ ロ ー し て い く か と い う 点 で は 、 聞 い

ている限りではまだ検討の俎上には出ていないようであります。  

    そ の点 、 いか が お 考 え にな っ てい る の か と いう こ とと 、 バ ス の 運行 の 充実 は 、

そ れ は そ れ で 大 い に 取 り 組 ん で い く べ き も の と 思 い ま す し 、 同 時 に 、 懸 案 と し て

検 討 し て い き た い と い う 話 で あ り ま す デ マ ン ド の 検 討 に 向 け て の プ ロ セ ス 、 こ れ

は町長のところではどのようにお考えか、お聞かせいただきたいと存じます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   土 日に 運 行し て い た だ きた い とか 、 年 末 ・ 年始 、 もし く は

便 数 を 増 や し て ほ し い な ど の 住 民 の 皆 さ ん の ニ ー ズ に つ き ま し て は 、 現 在 ア ン ケ

ー ト の 詳 細 を 調 査 中 で ご ざ い ま す の で 、 ア ン ケ ー ト の 結 果 の 状 況 を 踏 ま え た 上 で

確認・検討していきたいと思っております。  

    ま た、 デ マン ド タ ク シ ーに つ きま し て も 、 現在 ア ンケ ー ト で 調 査中 で ござ い ま

す の で 、 ど こ に ニ ー ズ が あ る の か と い う の を し っ か り 確 認 し て 検 討 し て ま い り た

いと思っております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員 （ 芝  和 也君 ）   ニ ーズ を つか ん で と い うこ と です の で 、 ぜ ひ鋭 意 検討 を お

願いいたします。  

    ３ 点目 と しま し て 、 本 年１ ０ 月か ら の 取 り 組み に な っ て い ま す 、当 初 説明 を 聞

いたときは生活相談員、町声コーディネーターの取り組みについてであります。  

    町 長が お 述べ の 住 民 参 加の ま ちづ く り 、 こ れの 具 体化 の 一 環 と して 手 がけ ら れ

て い る よ う で あ り ま す 。 現 在 １ 名 任 命 し て い る と い う こ と で あ り ま す が 、 こ れ は

今 年 度 に 限 っ た 取 り 組 み な の か 、 あ る い は ま た 状 況 を 見 な が ら 、 １ 名 任 命 で す け

れ ど も 、 ２ 名 、 ３ 名 と 補 充 し て い く 構 想 な の か 、 そ の 辺 に つ い て 町 長 の お 考 え を

お示しいただきたいと存じます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   先 日の 議 会で も 述 べ さ せて い た だ い た と お り、 ま ずは 議 員

の 皆 さ ん や 各 自 治 会 の 会 長 さ ん か ら 意 見 を 聞 く 、 ま た 各 種 団 体 の 代 表 の 皆 さ ん か

ら 意 見 を 聞 く と い う の を 基 本 に し て お る と こ ろ で ご ざ い ま す け れ ど も 、 私 も ま だ

就 任 し て ４ カ 月 足 ら ず で ご ざ い ま し て 、 前 町 長 と は 違 い 、 ま だ ま だ 町 民 の 皆 さ ん

と の つ な が り も 薄 い 中 で 、 町 声 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と い う の を １ 名 任 命 さ せ て い た

だきました。  

    今 後 に つきま し て は、 意 見 が幅広 く 聞 ける の か どうか と い った と こ ろを考 え て 、

ま た 年 度 末 に 、 増 や す の か 、 も し く は な く す の か 、 ま た ほ か の 方 法 を 考 え る の か

というのを考えていきたいと思っております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員（ 芝  和也君 ）   町 長 御 自身が ま だ 全体 に つ いて掌 握 し てい る 状 況が少 な い 、

そ れ を 補 完 ・ 補 足 とい う よ う な 形 か ら の取 り 組 み の 期 間 と いう こ と で あ り ま し て、

今 後 に つ い て は 年 度 末 で も 状 況 を 見 た 上 で と い う こ と で あ り ま し た 。 副 町 長 も 置
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い て お ら れ ま す し 、 私 が 感 じ ま し た の は 、 当 初 町 長 か ら 説 明 い た だ い た と き は 、

生 活 相 談 員 と い う お 話 で あ り ま し た 。 内 容 は 別 と し て 、 そ の こ と か ら イ メ ー ジ し

ま し た の は 、 や っ ぱ り 住 民 の 皆 さ ん の 中 に は 生 活 相 談 全 般 に ま つ わ る い ろ ん な 相

談 事 、 思 い 、 悩 み は 多 岐 に わ た っ て 抱 え て お ら れ る と 思 い ま す の で 、 そ う い う 点

で は き め 細 か く 酌 ん で い く と い う 取 り 組 み と し て 、 こ れ を 生 か し て い く の は 、 そ

れ は 一 つ の 道 だ な と い う ふ う に は 思 っ た の で あ り ま す け れ ど も 、 今 の と こ ろ で い

き ま す と 、 町 長 の 職務 を 補 完 し て い く 上で は 副 町 長 も 設 置 され て い る こ と で す し、

職 員 の 配 置 も 各 方 面に わ た っ て 置 か れ てい る わ け で す の で 、そ う い う 点 で い う と、

た ま た ま コ ー デ ィ ネ ー タ ー さ ん が 町 長 の 後 援 者 で あ る こ と か ら も 、 住 民 の 皆 さ ん

の 中 に は い ろ ん な 意 見 が 今 は 上 が っ て い る こ と も 町 長 も 御 承 知 の こ と で は あ る と

は 思 い ま す け れ ど も 、 そ う い う 背 景 も 出 て き て い る と い う こ と を よ く お 含 み い た

だきたいというふうに思っております。  

    そ の上 で 、や っ ぱ り 意 見を 細 かく 聞 い て い きた い とい う 取 り 組 みで あ りま す か

ら 、 そ う い う 点 で 言 い ま す な ら ば 、 自 ら が 各 地 域 に 出 向 か れ ま し て 、 町 長 は ビ ジ

ョ ン を き ち ん と お 持 ち で す の で 、 そ れ を 縦 横 に 熱 く 語 っ て い た だ く こ と こ そ 、 意

見 を 細 か く 聞 く こ と に も な り ま す し 、 住 民 の 皆 さ ん と 町 長 と の 間 で も 意 思 の 疎 通

が ど ん ど ん と で き て く る こ と に も な り ま す し 、 つ な が り も 面 識 も 広 が っ て い く 上

で も 、 そ う い う 点 で は 功 を 奏 し て い く 取 り 組 み だ と い う ふ う に 私 は 考 え て お り ま

す。  

    そ うい う 点で は 、 せ っ かく 住 民参 加 の ま ち づく り とい う こ と で 町長 が 構想 を お

持 ち で あ り ま す の で 、 方 向 と し て は 、 窓 口 を 設 け て 声 を 捕 捉 し て い こ う と い う 取

り 組 み と い う よ り は 、 自 ら が 出 向 い て 膝 を 突 き 合 わ せ な が ら ざ っ く ば ら ん に 意 見

交 換 し て い く よ う な 、 そ う い う 積 極 的 な 自 ら の 意 見 を 語 っ て い く と い う 住 民 参 加

の ま ち づ く り 、 そ う い う 構 想 の 取 り 組 み と い う こ と で 大 い に 生 か し て い け る べ き

ものだというふうには思います。  

    評 価す る と、 川 西 町 の 場合 は 本当 に コ ン パ クト に まと ま っ た 地 域で あ りま す か

ら 、 １ 年 を 通 じ て ぐ る っ と 回 る だ け で も 十 分 行 き 切 れ る 距 離 で す し 、 行 政 と の 距

離 も 非 常 に 近 い で す か ら 、 住 民 の 皆 さ ん の 顔 が 見 え る 、 町 長 の 取 り 組 み と し て は

功 を 奏 す る 、 構 想 と ぴ っ た り 合 う も の と 思 っ て い ま す け れ ど も 、 そ の 点 、 い か が

お考えになりますか。御所見をお伺いしておきます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   就 任し て ４カ 月 に な り ます が 、い ろ ん な 機 会を 捉 えて 、 今

現 在 、 住 民 の 皆 さ ん と 接 点 を と ら せ て い た だ い て お り ま す 。 そ の 中 で い ろ ん な 意

見 を 聞 く こ と が で き て お り ま す 。 芝 議 員 が お っ し ゃ る よ う な 方 向 に つ い て も 、 住

民 の 皆 さ ん か ら そ う い う 思 い と か が ご ざ い ま し た ら 、 ま た 一 つ の 方 法 と し て 検 討

はできるのではないかなと思っております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   次に、水道会計でお伺いいたします。  

    今 般の 補 正は 人 事 に 絡 んで の 減額 補 正 と な って い ます 。 水 道 会 計の 経 営上 、 料
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金 を 取 っ て い き ま す け れ ど も 、 水 道 水 を 製 造 し て い く 過 程 で の コ ス ト 、 こ こ に 人

件 費 は 相 当 影 響 を 与 え て く る も の と 思 い ま す 。 今 般 は ４ ０ ０ 万 円 ほ ど の 減 と い う

こ と で あ り ま す け れ ど も 、 大 体 立 米 当 た り で い い ま す と 、 単 純 に ４ 円 ぐ ら い の 単

価 が 弾 き 出 さ れ て き ま す の で 、 で す か ら 、 人 事 で ち ょ っ と 動 き ま し て 、 た ま た ま

職 員 の 構 成 か ら 給 料 が 高 い 分 野 に 集 中 し た り す る と 、 そ こ が が ば っ と 占 め て る 、

逆 の 場 合 は そ こ に 余 り 影 響 を 与 え な い と い う ふ う な 、 特 に 小 さ い 規 模 で す と 、 即

影響が出てくるという状況であります。それでは非常に経営不安定になります。  

そ う い う 点 で は 、 本 町 全 体 の 職 員 と の 平 均 は 弾 け る と 思 い ま す か ら 、 そ れ を 一

つ の 基 準 に す る よ う な 形 で 水 道 部 職 員 の 給 料 も 弾 い て 、 そ の 基 準 を 超 え て い る 場

合 は 一 般 会 計 か ら 超 過 分 を 補 う と か い う ふ う な 形 で 、 今 ま で は 企 業 会 計 独 立 の 原

則 の 形 を 今 ま で は 崩し て き ま せ ん で し たけ れ ど も 、 町 長 も かわ ら れ た こ と で す し、

そ の 辺 、 政 策 判 断 で 他 会 計 か ら の 繰 り 入 れ 、 一 般 会 計 か ら の 繰 り 入 れ と い う こ と

で 設 定 さ れ る と か 、 あ る い は 基 本 料 金 な ん か も 、 水 道 水 は 全 町 に 行 き 渡 っ て 全 住

民 の 皆 さ ん が 利 用 し て い る こ と で あ り ま す の で 、 基 本 料 金 に 対 し て 税 金 で 賄 い 、

立 米 当 た り 従 量 単 価 で 取 っ て い る 、 使 っ た 分 は 水 道 料 金 を 後 で 徴 収 す る と い う こ

と だ け に 置 き か え て も 同 じ こ と で は な い か と 私 は 思 っ て お り ま す 。 基 本 料 金 で い

えば６００円程度になりますので、３ ,０００戸としますと１８０ 万円、ざっと２

０ ０ 万 円 ぐ ら い の こ と で は あ り ま す け れ ど も 、 い ず れ に し ま し て も 、 そ う い っ た

水 道 の 取 り 組 み は 一 般 行 政 サ ー ビ ス と 全 く 同 じ よ う に 全 住 民 を 対 象 に し た も の で

す か ら 、 経 営 安 定 化 に 向 け た 、 コ ス ト で か さ む と い う と こ ろ に 対 し て は 一 定 の 他

会 計 か ら の 繰 り 入 れ を 考 え て も し か る べ き で あ る と 思 い ま す が 、 そ の 点 、 人 事 に

よ る 経 営 コ ス ト へ の 影 響 か ら 見 て 、 町 長 御 自 身 は ど う お 感 じ に な る か 、 御 所 見 を

お聞かせください。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   水 道事 業 につ き ま し て は、 利 用者 負 担 と い うの が 原則 だ と

考 え て お り ま す の で、 独 立 に 会 計 に つ いて は 続 け て ま い り たい と 考 え て お り ま す。  

    た だ、 水 道料 金 、 コ ス トに つ いて は 、 一 層 の削 減 につ い て 注 意 をし て まい り た

いと考えております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番 議 員 （ 芝  和 也君 ）   コ スト に つい て は 経 営 安定 化 に向 け て ど う する か とい う こ

と は 考 え た い と い う 話 で あ り ま し た 。 そ う す る と い う こ と に な り ま す と 、 さ っ き

言 っ た よ う な 何 ら か の 基 準 を 設 け て 、 そ の 基 準 に 、 こ う い う よ う な 形 の 場 合 に は

一 般 会 計 で 補 う と か い う ふ う な 形 の 取 り 組 み が な け れ ば 、 独 立 会 計 の 原 則 で そ こ

だ け で 運 営 し て い る と 、 や っ ぱ り 規 模 の 小 さ い と こ ろ は 即 影 響 が 出 て く る と い う

形 に な り か ね ま せ ん し 、 た だ 単 に 企 業 会 計 と い う こ と で は あ り ま せ ん 。 公 営 企 業

の 場 合 は 、 町 長 も 旨 と さ れ て い る と こ ろ の 福 祉 の 増 進 と い う こ と が 基 本 に は 貫 か

れ て い る 企 業 会 計 で あ り ま す の で 、 行 政 が 取 り 組 む 公 営 企 業 、 そ し て 住 民 の 福 祉

の 増 進 に 寄 与 す る た め の 取 り 組 み と い う こ と で あ り ま す か ら 、 一 般 行 政 サ ー ビ ス

と 同 様 に 一 定 の 政 策 判 断 を な さ っ て 、 他 会 計 か ら の 繰 り 入 れ 、 一 般 会 計 か ら の 繰
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り 入 れ も あ っ て し か る べ き と 考 え ま す が 、 再 度 重 ね て 、 そ の 点 い か が お 考 え か 、

お聞かせいただきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長 （ 竹村 匡 正君 ）   水 道に つ きま し て は 、 利用 す る量 に よ っ て 利用 料 金負 担 も

変 わ っ て き ま す の で 、 一 概 に 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ す る の は 、 そ の 辺 で 不 公 平 を

生 じ る の で は な い か な と 思 っ て お り ま す の で 、 原 則 利 用 者 負 担 で 独 立 会 計 で や っ

てまいりたいと思っております。  

    以上です。  

議   長（森本修司君）   ほかに質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   ほ かに 質 疑が な い よ う です の で、 質 疑 を 終 わり 、 これ よ り

討論に入ります。  

 討論ありませんか。  

 芝議員。  

11番 議 員 （ 芝  和 也君 ）   そ れで は 、今 般 上 程 の 議案 第 ６４ 号 の 平 成 ２５ 年 度川 西 町

一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ７ ６ 号 、 奈 良 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 の 規

約 の 変 更 に つ い て ま で の 予 算 関 係 ５ 本 、 条 例 関 係 で ５ 本 並 び に 町 道 認 定 １ 本 、 規

約の変更２本に関する計１３議案に対する討論を行います。  

    態度表明は、全て賛成の立場からのものであります。  

    まず、予算関係についてでありますが、一般会計では、 WindowsXPのサポートサ

ー ビ ス 終 了 に 伴 う 庁 内 の パ ソ コ ン の 入 れ か え 、 さ き の ９ 月 議 会 で 報 告 の あ っ た 和

解 に 伴 う 弁 護 士 費 用 の 精 算 、 次 年 度 以 降 の 対 応 に 向 け た 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 シ ス

テムの構築のための費用等の計上による３ ,４００万円の増額補正であります。い

ずれも必要に応じた補正内容と判断いたします。  

審 議 を 通 じ て 一 定 の 議 論 を 重 ね ま し た よ う に 、 駅 前 周 辺 整 備 や 地 域 交 通 の 充 実

に 向 け た 取 り 組 み が 進 め ら れ て い ま す が 、 結 崎 駅 の 人 員 無 配 置 に 関 し て は 、 来 週

末 か ら い よ い よ 始 ま る こ と か ら も 、 そ れ ま で に 手 を 打 つ 時 間 は も う ほ と ん ど あ り

ま せ ん 。 事 態 に 関 し て 、 交 通 面 や 防 犯 面 に つ い て は 町 長 御 自 身 も 懸 念 さ れ る 問 題

認 識 を 強 く お 持 ち で あ り ま す の で 、 そ れ ら を 払 拭 す べ く 、 こ れ ま で も 当 事 者 の 近

畿 日 本 鉄 道 を 初 め 関 係 各 方 面 へ は 対 策 を 講 じ る べ く 打 診 を い た だ い て い る と こ ろ

で あ り ま す が 、 無 人 化 時 間 帯 を 解 消 す る 具 体 策 に は 至 っ て お り ま せ ん 。 事 が 起 こ

っ て か ら で は 取 り 返 し が つ か な い こ と は 言 う ま で も あ り ま せ ん の で 、 同 様 の 問 題

を 抱 え る 自 治 体 間 の 連 携 を 早 急 に 図 り 、 鉄 道 職 員 の 雇 い 入 れ 等 、 歩 調 を 同 じ く し

て、一日も早く対策に着手なされんことを改めて求めるものであります。  

    ま た、 本 年１ ０ 月 １ 日 から 町 長が そ の 任 に 命じ ら れま し た 町 声 コー デ ィネ ー タ

ー の 位 置 づ け で あ り ま す が 、 広 く 住 民 の 皆 さ ん の 声 を 捕 捉 す る べ く 、 新 た な 取 り

組 み と し て 臨 ま れ て お り ま す が 、 本 町 の 場 合 、 面 積 や 住 民 数 か ら 言 い ま す と 、 住

民 の 顔 が 見 え る 規 模 で あ り ま す の で 、 行 政 と し て 取 り 組 み を 進 め る 上 で は 、 他 団

体 に は な い 大 き な 利点 を 持 っ て い る も のと 同 じ で あ り ま す から 、 そ う い う 点 で は、

こ の 特 徴 を 大 い に 生 か し て 、 町 長 自 ら が 住 民 の 皆 さ ん の 前 に 出 向 か れ ま し て 、 膝
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を 交 え て 直 接 に 自 ら の ビ ジ ョ ン を 熱 く 語 り 、 意 思 の 疎 通 を 図 っ て い く こ と は 大 い

に 可 能 で あ り ま す 。 こ の こ と か ら も 、 今 後 は こ う し た 方 向 に こ そ 力 を 注 が れ 、 職

員 の 皆 さ ん と も ど も 住 民 の 皆 さ ん の 奉 仕 者 と し て 、 一 層 そ の 姿 勢 を 貫 か れ る 策 を

講じることを求めるものであります。  

今 般 の よ う な 窓 口 を 設 け る こ と は 、 恣 意 的 な 選 任 に も つ な が り か ね ま せ ん し 、

今 回 の コ ー デ ィ ネ ー タ ー さ ん の 場 合 は 、 先 ほ ど も 述 べ ま し た よ う に 町 長 の 後 援 者

で も あ ら せ ら れ ま す の で 、 住 民 の 皆 さ ん の 間 に も さ ま ざ ま な 意 見 が 上 が っ て い る

こ と も 承 知 の と お り で あ り ま す 。 こ の 手 の 取 り 組 み は 、 今 後 の 町 政 運 営 に も 一 定

の 影 響 が 及 ん で く る も の と 察 し ま す の で 、 こ の 点 、 特 に 留 意 い た だ く こ と を 申 し

述べる次第であります。  

    次 に、 国 民健 康 保 険 、 後期 高 齢者 医 療 、 介 護保 険 の各 特 別 会 計 につ い ては 、 い

ず れ も 精 算 に 伴 う 補 正 で あ り ま し て 、 補 正 内 容 に 対 し て 特 段 意 見 は 持 っ て お り ま

せん。  

    予 算の 最 後、 水 道 会 計 の補 正 であ り ま す 。 水道 管 の更 新 に よ る 工事 の 追加 並 び

に県水の受水費用の増額、人事上の人件費の減額が補正の主な内容であります。  

県 水 に お い て は 、 契 約 量 を 超 え て 購 入 し た 場 合 は 追 加 負 担 が 生 じ ま す が 、 満 た

な い 場 合 は 、 差 し 引 き し 、 精 算 す る こ と な く 、 契 約 量 丸 々 の 支 払 が 生 じ る と い う

仕 組 み の よ う で あ り ま す の で 、 必 要 最 小 限 の 見 積 も り で 契 約 し て お く と い う こ と

に な り ま す と 、 今 般 の よ う に 自 己 水 の く み 上 げ 加 減 も あ っ て 、 見 込 み 違 い か ら 追

加 が 生 じ る こ と も 起 こ り 得 る で し ょ う 。 そ こ は コ ス ト の 影 響 等 、 最 善 策 を 検 討 の

上 で の こ と と 存 じ ま す が 、 引 き 続 き 、 よ り 有 効 に 働 く 方 法 で 臨 ま れ ん こ と を 求 め

るものであります。  

ま た 、 今 般 は 人 事 上 に よ る 人 件 費 の 減 額 補 正 が 組 ま れ て い ま す 。 本 町 の よ う な

規 模 で は 、 そ の 増 減 が 製 造 コ ス ト に 即 影 響 を 及 ぼ す こ と に な り ま す の で 、 安 定 経

営 の た め に も 、 本 町 の 職 員 全 体 の 平 均 給 与 を 一 つ の 基 準 に す る な り し て 、 水 道 職

員 の 平 均 が そ れ を 超 え る 分 に つ い て は 、 コ ス ト へ の 影 響 を 避 け る 意 味 か ら も 、 一

般 会 計 か ら の 繰 り 入 れ を 行 う な ど 、 一 定 の 策 を 打 つ べ き も の と 考 え る 次 第 で あ り

ま す 。 こ れ ま で も 他 会 計 か ら の 繰 り 入 れ に つ い て は 、 企 業 会 計 と し て 会 計 独 立 の

原 則 か ら 、 理 事 者 と 私 の 間 で は こ の 手 の 議 論 は 平 行 線 を た ど っ て い ま す が 、 水 道

事 業 も そ の 他 の 取 り 組 み も 、 本 町 の 実 施 す る 各 種 事 業 は 原 則 全 住 民 が そ の 対 象 で

あ り ま す の で 、 水 道 水 の 提 供 も 一 般 行 政 サ ー ビ ス と 何 ら 変 わ る も の で は あ り ま せ

ん 。 し た が い ま し て 、 そ こ に 税 金 の 投 入 が あ っ た と し ま し て も 、 住 民 の 皆 さ ん と

の 間 に 何 ら の 矛 盾 が 生 じ る も の で も あ り ま せ ん 。 竹 村 さ ん が 新 た に 町 長 に 就 任 な

さ っ た こ と で も あ り ま す し 、 こ の 手 の 視 点 と い い ま す か 、 視 野 と い い ま す か 、 角

度 か ら 改 め て 御 覧 い た だ き ま し て 、 鋭 意 検 討 い た だ く こ と を 改 め て 求 め て お く も

のであります。  

続いて条例関係であります。  

６ ９ 号 の 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 条 例 は 、 ２ ６ 年 度 上 半 期 に 本 町 の 子 ど も ・ 子 育 て

計 画 の 策 定 が 必 要 と の こ と か ら 、 そ の た め の 組 織 と し て 立 ち 上 げ る も の の よ う で

あ り ま す 。 新 た な 取 り 組 み と し て 、 子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 整 備 に つ な が る よ う 期
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待をするところであります。  

７ ０ 号 と ７ １ 号 は 、 川 西 小 学 校 の リ ニ ュ ー ア ル に よ り 給 食 セ ン タ ー の 業 務 が 移

転 す る こ と か ら 、 必 要 な 手 続 を 踏 む た め の も の で あ り ま す の で 、 特 段 意 見 は あ り

ません。  

７ ２ 号 の 体 育 施 設 条 例 の 一 部 改 正 は 、 屋 内 ゲ ー ト ボ ー ル 場 を 屋 内 運 動 場 と し て

多 面 的 に 使 え る よ う に 条 例 整 備 を す る も の の よ う で あ り ま す 。 規 模 的 に 限 定 さ れ

た 使 い 方 に な ら ざ る を 得 な い と は 存 じ ま す が 、 多 目 的 に 使 わ れ る こ と は 施 設 の 有

効 利 用 に も つ な が り ま す し 、 現 在 の 使 用 頻 度 か ら 見 て も 無 理 が 生 じ る こ と は な い

よ う で あ り ま す 。 た だ 、 今 般 の こ と で 従 前 の ゲ ー ト ボ ー ル の グ ラ ウ ン ド が 荒 れ て

支 障 が 出 る よ う な こ と が あ れ ば 、 せ っ か く の 取 り 組 み が 何 を し て い る か わ か り ま

せ ん の で 、 そ の 点 、 多 目 的 化 が 功 を 奏 す る よ う な 形 と な っ て あ ら わ れ る よ う に 、

十分な注意を願うところであります。  

７ ３ 号 の 給 水 条 例 の 一 部 改 正 は 、 工 事 に お け る 仮 設 の 給 水 分 担 金 の 根 拠 の 明 確

化 を し よ う と す る も の の よ う で あ り ま す 。 従 前 と 内 容 は 同 じ で あ り 、 条 例 の 規 定

の 運 用 が 今 度 は 成 文 化 さ れ る こ と で 、 よ り 明 確 に な り ま す の で 、 何 か に つ け 、 こ

のほうがすっきり行くことと存じます。  

７ ４ 号 は 、 結 崎 地 内 に お け る 新 た な 道 路 線 の 認 定 、 ７ ５ 号 、 ７ ６ 号 は 、 本 町 が

加 入 す る 事 務 組 合 に お い て 加 入 組 織 の 改 変 が 生 じ た こ と に 伴 い 、 当 該 組 織 の 名 称

等 を 削 除 あ る い は 追 加 す る こ と に よ る 規 約 の 変 更 の た め の 所 要 の 改 正 で あ り ま す

ので、特段問題はないものと判断いたします。  

以 上 、 今 般 上 程 の 議 案 第 ６ ４ 号 、 平 成 ２ ５ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い

て よ り 、 議 案 第 ７ ６ 号 、 奈 良 県 市 町 村 総 合 事 務 組 合 の 規 約 の 変 更 に つ い て ま で の

全１３議案に対する討論を終わります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

堀議員。  

２ 番 議 員 （ 堀   格君 ）   賛 成討 論 を重 ね る こ と は必 ず しも 本 意 で は あり ま せん が 、

若干の意見を申し上げさせていただきたいと思います。  

    ま ず、 議 案第 ６ ４ 号 、 一般 会 計の 補 正 予 算 の中 で 、先 ほ ど 同 僚 議員 か らの 質 疑

が あ り ま し た け れ ど も 、 パ ソ コ ン の 更 新 は 、 極 め て 必 要 な 更 新 だ と い う ふ う に 思

い ま す 。 現 在 の パ ソ コ ン で す と 、 我 々 か ら 文 書 を メ ー ル で 送 る の に 、 わ ざ わ ざ 旧

バ ー ジ ョ ン に 置 き か え て 送 ら な い か ん と い う 極 め て し ち 面 倒 く さ い こ と が 起 こ っ

て い ま す の で 、 こ の 補 正 予 算 が き ょ う 通 れ ば 、 で き る だ け 早 く 更 新 を し て い た だ

き た い と い う ふ う に 思 い ま す 。 基 本 的 に 職 場 に お け る 道 具 立 て と い う の は 、 で き

る だ け 最 新 の も の を 使 う と い う こ と は 職 場 の モ ラ ー ル ア ッ プ に つ な が る と 思 い ま

すので、今後ともその点は気を使っていただきたいというふうに思います。  

    ま た、 文 化会 館 の 冷 蔵 庫の 更 新は 、 調 理 室 を使 う 婦人 会 を 初 め いろ ん な方 々 が

熱 望 し て お り ま し た の で 、 こ れ も で き る だ け 早 く 更 新 し て い た だ き た い と い う ふ

うに思います。  

    そ れか ら 、議 案 第 ６ ５ 号か ら ６７ 号 の 特 別 会計 で あり ま す が 、 現時 点 での 需 要

見 込 み が 非 常 に 膨 ら ん で き て い る と い う こ と で 、 所 要 の 補 正 が 組 ま れ て い る わ け
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で あ り ま す 。 そ れ 自 体 は や む を 得 な い と 認 め ま す が 、 基 本 的 に 療 養 給 付 費 が 増 え

な い よ う に 、 平 素 の 活 動 を 、 特 に 福 祉 部 の あ た り が 頑 張 っ て 給 付 費 の 出 費 が 増 え

ないように、平素の御尽力をお願いしたいというふうに思います。  

    そ れか ら 、水 道 事 業 会 計の 補 正で あ り ま す が、 今 般は や む を 得 ない 補 正と 思 い

ま す け れ ど も 、 基 本的 に 川 西 町 の 水 道 設備 が 非 常 に 古 く な って き て お り ま す の で、

将 来 ど う い う あ り 方 が い い の か と い う こ と を こ の 際 見 き わ め て い く 必 要 も あ る と

思 い ま す の で 、 そ う い う 将 来 を 見 据 え た 取 り 組 み を で き る だ け 早 く お 願 い し た い

というふうに思います。  

    そ れ か ら、議 案 第 ６９ 号 の 子ども ・ 子 育て 会 議 条例の 制 定 であ り ま すけれ ど も 、

一 般 質 問 で も 申 し 上 げ ま し た が 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 が 新 し く 制 定 さ れ て 、 少

子 化 の 時 代 に 入 っ て 、 い か に し て 子 ど も の 子 育 て を 十 分 に や っ て い く か と い う こ

と が 国 の 課 題 に な っ て お り ま す 。 こ れ を 自 治 体 ベ ー ス で 会 議 を 設 定 さ れ ま す 。 せ

っ か く 設 定 さ れ ま し た ら 、 で き る だ け 議 論 を 活 発 に し て い た だ い て 、 基 本 的 に は

住 民 の 要 望 と い う の は 、 特 に ３ 歳 以 上 の 未 就 学 児 童 、 本 来 の 学 校 教 育 法 に 基 づ く

幼 稚 園 教 育 を 熱 望 し な が ら 、 時 間 の 関 係 で そ の 後 も 保 育 を お 願 い せ な い か ん と 、

こ う い う の が 基 本 的 な ニ ー ズ と し て あ り ま す の で 、 今 般 そ れ が 一 体 と し て 法 的 に

認 め ら れ る と い う 法 制 度 も で き ま し た の で 、 ぜ ひ 前 向 き に 検 討 し て い た だ き た い

と 思 い ま す 。 そ れ は 次 の ス テ ッ プ と し て 、 ま ず 第 一 段 階 と し て 幼 稚 園 に お け る 預

か り 保 育 の 充 実 を 、 来 年 度 の 予 算 編 成 も 含 め ま し て お 願 い し た い と い う ふ う に 思

います。  

    そ れか ら 、７ ０ 号 と ７ １号 の 給食 セ ン タ ー であ り ます 。 こ の た び、 小 学校 の 校

舎 棟 が 改 築 さ れ ま し て 、 立 派 な 給 食 設 備 も で き ま し た の で 、 教 育 委 員 会 の ほ う で

し っ か り こ の 設 備 を 十 二 分 に 活 用 し て 、 立 派 な 給 食 が で き る よ う に お 願 い し た い

というふうに思います。  

    あと、７２号から７６号までは、それぞれ所要の改正というふうに認めます。  

    本 年最 後 の定 例 会 で ご ざい ま す。 せ っ か く の機 会 で あ り ま す の で、 一 言申 し 上

げたいと思います。  

    本 年、 川 西小 学 校 の 校 舎棟 が 竣工 し 、 唐 院 小学 校 の跡 地 も 日 野 自動 車 への 売 却

が で き て 、 結 崎 駅 周 辺 整 備 計 画 に 着 手 し た 、 こ う い う よ う な こ と で あ り ま し て 、

本 年 は ま こ と に す ば ら し い 年 で あ っ た と い う ふ う に 思 い ま す 。 そ れ に 至 る 過 程 と

し て 、 小 学 校 の 統 合 と か 小 学 校 の 改 築 に 向 け て 財 政 状 況 を 必 至 に な っ て 改 善 し て

こられた上田前町長の功績というのも忘れてはならないと思います。  

    さ て、 来 年で あ り ま す けど も 、コ ミ ュ ニ テ ィバ ス が本 格 稼 働 す る、 小 学校 の ２

期 工 事 が 行 わ れ る 、 そ れ か ら 日 野 自 動 車 の 工 場 が 稼 働 す る 、 あ る い は 唐 院 工 業 団

地 拡 張 に 向 け て の 道 路 等 の 計 画 が 策 定 さ れ る 、 結 崎 駅 周 辺 整 備 の 実 施 計 画 の 策 定

な ど な ど 、 町 長 の 目 指 し て お ら れ ま す 川 西 町 の ４ つ の 魅 力 を 高 め る 活 力 プ ラ ン 、

こ れ の 中 身 が め じ ろ 押 し で あ り ま す 。 住 ん で み た く な る ま ち 、 企 業 に 魅 力 の あ る

ま ち 、 歴 史 遺 産 と 豊 か な 田 園 風 景 の あ る ま ち 、 こ の 川 西 町 に は 、 条 件 が い っ ぱ い

そろっておりますので、その辺、かじ取りをよろしくお願いしたいと思います。  

こ の 秋 、 た ま た ま 兵 庫 県 西 宮 市 の 歴 史 の あ る 中 学 校 に 行 く 機 会 が あ り ま し た 。
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その校舎の入り口に、「 Think Globally, Act Locally」と英語で書かれていまし

た 。 私 は 、 あ る 鉄 工会 社 の 社 長 が 言 わ れた ｢着 眼 大 局 、 着 手小 局 ｣と い う 言 葉 が好

き で あ り ま す が 、 同 じ よ う な 意 味 合 い が 中 学 校 の 校 舎 に 書 か れ て い た の を 見 か け

た と い う の に 非 常 に 驚 き ま し た 。 ま さ に 遠 く を 見 据 え 、 グ ロ ー バ ル に 計 画 し 、 着

実に一歩一歩実施していくということが大事だというふうに思います。  

新 町 長 の か じ 取 り よ ろ し く 、 我 々 も 十 二 分 に 支 援 し て ま い り ま す の で 、 来 年 も

是 非 い い 年 に し て い こ う で は あ り ま せ ん か 。 か じ 取 り さ え 間 違 え な け れ ば 、 川 西

町の未来は非常に明るいと思います。頑張ってください。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   ほ かに 討 論が な い よ う です の で、 討 論 を 終 わり 、 これ よ り

採決に入ります。  

 お諮りいたします。  

 議案第６４号から議案第７６号までの１３議案について、賛成の方の挙手を求め

ます。  

        （挙手する者あり）  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   賛 成全 員 によ り 、 各 案 件は 、 原案 の と お り 可決 い たし ま し

た。  

 お諮りいたします。  

発議第４号、安心して介護を受けられるために、介護の拡充を求める意見書につ

いてを追加議題といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、日程第２に追加し、議題といたします。  

    これより提案者の提案理由の説明を求めます。  

    堀格君。  

２ 番 議 員 （ 堀   格君 ）   今 般、 皆 さん 方 に 議 決 をお 願 いす る 意 見 書 につ き まし て 、

趣旨を御説明申し上げたいと思います。介護保険に関連するものでございます。  

    御 存じ の とお り 、 介 護 保険 は 、要 支 援 の １ 、２ 、 要介 護 の １ か ら５ と いう ７ 段

階 に 区 分 を さ れ て お り ま す 。 こ の う ち 今 回 改 正 の 対 象 に な っ て お り ま す の は 、 要

支 援 で あ り ま す 。 要 支 援 と い う の は 、 重 度 で は な い が 、 何 ら か の 手 助 け が 必 要 な

状 態 と い う こ と で あ り ま す 。 こ れ に 認 定 さ れ た 方 は 全 国 で 約 １ ３ ０ 万 人 に 上 る と

言われております。  

    また、現在の介護保険の総費用は、年間９ .４兆円かかっているそうであります。

団 塊 世 代 が ７ ５ 歳 以 上 に な る ２ ０ ２ ５ 年 度 に は 、 約 ２ １ 兆 円 に 膨 ら む と い う ふ う

に 予 想 さ れ て お り ま し で 、 ６ ５ 歳 以 上 が 払 う 保 険 料 も 、 現 在 の 全 国 平 均 で 月 額 約

４ ,０００円というのが８ ,２００円程度になると言われております。  

    こ のよ う な状 況 に あ り まし て 、本 年 ８ 月 ６ 日に 出 され ま し た 社 会保 障 制度 改 革

国 民 会 議 の 報 告 書 を 踏 ま え ま し て 、 厚 生 労 働 省 の 社 会 保 障 審 議 会 介 護 保 険 部 会 で

検 討 が 現 在 進 め ら れ て お り ま す 。 そ の 中 に 、 先 ほ ど の 要 支 援 者 に 対 す る 訪 問 介 護
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と 通 所 介 護 を 、 現 在 市 町 村 が 行 っ て お り ま す 地 域 支 援 事 業 で は 、 要 介 護 ・ 要 支 援

状 態 に な る こ と を 予 防 す る 事 業 を 行 っ て い る わ け で あ り ま す 。 こ の 事 業 に 移 行 さ

せ て 、 一 体 的 に 行 う こ と に よ っ て 効 率 を 上 げ よ う と い う も の で あ り ま す 。 し か し

な が ら 、 今 の ま ま で 市 町 村 に 任 さ れ ま す と 、 地 域 支 援 事 業 と い う の は も と も と 財

源 が 、 今 の 状 態 で い き ま す と ３ ％ 以 内 と い う 制 限 が あ り ま す の で 、 こ の ま ま で は

当 然 な が ら 受 け 入 れ て も 限 界 が あ り ま す 。 ま た 、 移 行 後 の あ り 方 に つ い て 国 の ほ

う が 積 極 的 に 後 押 し し な い と 、 地 域 間 の 格 差 が 生 じ て し ま い ま す 。 そ こ で 、 こ の

たび意見を申し上げようというものであります。  

    そ れか ら 、も う 一 つ 、 介護 す る人 材 で あ り ます が 、先 ほ ど の よ うに 非 常に 対 象

が 膨 ら ん で く る と い う こ と で あ り ま す 。 現 在 、 介 護 人 材 と し て は １ ４ ９ 万 人 と い

う こ と で あ り ま す が 、 先 ほ ど の ２ ０ ２ ５ 年 度 に な り ま す と 、 約 ２ ４ ０ 万 人 ぐ ら い

が 必 要 に な る と い う こ と で あ り ま す 。 毎 年 ７ 万 人 程 度 の 人 材 を 確 保 し て い く 必 要

が あ り ま す 。 こ れ を 増 や し て い く た め に い ろ い ろ さ れ て お り ま す が 、 引 き 続 き 処

遇改善に向けた検討を行って、魅力ある職場にしていくことが必要であります。  

こ れ が こ の た び 意 見 書 提 出 に 至 っ た 背 景 で あ り ま し て 、 議 員 の 皆 様 の 御 賛 同 を

いただきますようお願いするものであります。  

な お 、 意 見 書 は 皆 さ ん 御 清 覧 い た だ い た と 思 い ま す の で 、 朗 読 は 割 愛 さ せ て い

ただきます。  

提出先は、内閣総理大臣、厚生労働大臣、内閣官房長官宛てであります。  

以上でありますので、よろしくお願いいたします。  

議   長（ 森 本 修司君 ）   説 明 が 終わり ま し たの で 、 質疑を 省 略 し、 討 論 に入り ま す 。  

    討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   討 論が な いよ う で す の で、 討 論を 終 わ り 、 これ よ り採 決 い

たします。  

    お諮りいたします。  

    発議第４号について、原案どおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   賛 成全 員 によ り 、 本 案 件は 、 原案 の と お り 可決 す るこ と に

決しました。  

 以上をもちまして、本定例会の日程はすべて終了いたしました。  

 閉会に当たりまして、一言御礼申し上げます。  

 議員各位には、何かとお忙しい折にもかかわらず、本定例会に提案されました諸

議案につきまして慎重に御審議賜り、かつ議会運営に御理解のある御協力をいただ

きましたことに対し、議長として厚く御礼申し上げる次第でございます。  

 また、町長を初め執行機関の各位におかれましても、審議の間、常に真摯な態度

をもって御協力いただき、その御苦労に対しても厚く御礼を申し上げます。成立を

見た各議案につきましても、執行に当たりましては適切なる運用をもって進められ、

町政の発展のため一層の努力をいたされんことをお願い申し上げる次第でございま

す。  
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 いよいよ厳寒に向かいます折から、皆様にはくれぐれも御自愛くださいまして、

無事越年され、御多幸な新春を迎えられますようお祈りいたしますとともに、公人

として節度をもって行動されんことを願いまして、簡単ではございますが、閉会の

御挨拶とさせていただきます。  

 閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。  

 町長。  

町   長 （ 竹村 正 匡君 ）   平 成２ ５ 年川 西 町 議 会 第４ 回 定例 会 の 閉 会 に当 た り、 一 言

御礼を申し上げます。  

 本議会に提出いたしました各議案につきまして、慎重に御審議を賜り、全議案に

つきまして議決いただきましたことに厚く御礼を申し上げます。  

 審議を通じ議員各位から賜りました御意見、御指摘を真摯に受けとめ、今後の町

政に取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員各位におかれましては、よ

り一層の御指導、御協力を賜りますことをお願い申し上げまして、閉会に当たって

の御礼の挨拶とさせていただきます。  

 ありがとうございました。  

議   長 （ 森本 修 司君 ）   こ れを も ちま し て 、 平 成２ ５ 年川 西 町 議 会 第４ 回 定例 会 を

閉会いたします。  

 ありがとうございました。  

            （午前１０時５１分  閉会）  
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(議決の結果)   

議案番号 件           名 議決月日 審議結果 

議案第64号 平成25年度川西町一般会計補正予算について 

 

12月13日 原案承認 

議案第65号 平成25年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

 

12月13日 原案承認 

議案第66号 平成25年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

 

12月13日 原案承認 

議案第67号 平成25年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について 

 

12月13日 原案承認 

議案第68号 平成25年度川西町水道事業会計補正予算について 

 

12月13日 原案承認 

議案第69号 川西町子ども・子育て会議条例の制定について 

 

12月13日 原案承認 

議案第70号 川西町立学校給食センターの設置に関する条例の廃止について 12月13日 原案承認 

議案第71号 川西町学校給食の実施に関する条例の制定について 

 

12月13日 原案承認 

議案第72号 川西町体育施設条例の一部改正について 

 

12月13日 原案可決 

議案第73号 川西町水道事業給水条例の一部改正について 

 

12月13日 原案可決 

議案第74号 川西町道路線の認定について 

 

12月13日 原案可決 

議案第75号 奈良県市町村総合事務組合を組織する市町村等の変更について 12月13日 原案可決 

議案第76号 奈良県市町村総合事務組合の規約の変更について 

 

12月13日 原案可決 

発議第４号 安心して介護を受けられるために、介護の拡充を求める意見書

について 

12月13日 原案可決 

 


